
Title オスマン朝期マハッラ・クブラーの都市構造と社会 :
シャリーア法廷台帳史料に基づく予備的考察

Sub Title Preliminary Remarks on the Urban Structure and Society of al-
Maḥalla al-Kubrā in the Ottoman Period

Author 長谷部, 史彦(Hasebe, Fumihiko)
Publisher 三田史学会

Publication
year

2009

Jtitle 史学 (The historical
science). Vol.78, No.3 (2009. 10) ,p.1(229)- 34(262) 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00100104-20091000-0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

│
│
シ
ャ
リ
ー
ア
法
廷
台
帳
史
料
に
基
づ
く
予
備
的
考
察
│
│

長
谷
部

史

彦

は
じ
め
に

オ
ス
マ
ン
朝
期
（
一
五
一
七
〜
一
七
九
八
年
）
の
エ
ジ
プ
ト
に

お
い
て
、
ダ
ミ
エ
ッ
タ
、
ロ
ゼ
ッ
タ
な
ど
対
外
交
易
の
基
地
と
し

て
機
能
し
た
地
中
海
諸
港
市
と
、
群
を
抜
く
政
治
・
経
済
的
中
心

で
あ
っ
た
州
都
カ
イ
ロ
と
の
間
に
あ
っ
て
、
高
い
農
業
生
産
力
と

人
口
密
度
を
特
徴
と
す
る
広
大
な
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
地
帯
に
は
、

緊
密
な
河
川
運
河
や
陸
上
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
た
数

多
く
の
大
小
諸
都
市
が
各
々
周
辺
農
村
を
従
え
つ
つ
点
在
し
て
い

た
。
し
か
し
、
当
該
期
デ
ル
タ
諸
都
市
の
社
会
史
的
研
究
は
、
シ

ャ
リ
ー
ア
法
廷
台
帳
な
ど
の
関
連
史
料
が
多
数
現
存
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
イ
ロ
や
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
と
比
べ
れ
ば
、

端
緒
が
開
か
れ
た
ば
か
り
の
段
階
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
（
１
）
。
こ
の

う
ち
デ
ル
タ
地
帯
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
都
市
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク

ブ
ラ
ー
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
期
に
エ
ジ
プ
ト
全
土
の
諸
都
市
の
中
で

も
屈
指
の
人
口
規
模
を
誇
っ
て
お
り
、
一
八
三
六
年
に
参
詣
都
市

タ
ン
タ
ー
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
ま
で
、
デ
ル
タ
諸
県
の
中
で
最

大
面
積
を
誇
る
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
の
県
都
で
あ
っ
た
。
今
日
、
エ
ジ

・

プ
ト
紡
績
織
物
会
社Shirkat

M
isr

lil-G
hazlw

al-N
ası̄j

の
大

工
場
群
を
核
と
し
た
新
市
街
を
持
ち
、
エ
ジ
プ
ト
随
一
の
繊
維
工

業
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
デ
ル
タ
都
市
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
期

に
お
い
て
も
、
別
格
で
あ
っ
た
カ
イ
ロ
を
除
け
ば
、
上
エ
ジ
プ
ト

の
中
心
都
市
ア
ス
ユ
ー
ト
と
並
ん
で
最
も
重
要
な
手
工
業
・
交
易

都
市
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
事
実
が
こ
れ
ま
で
何
故
か
等
閑
に
付
さ

れ
、
専
門
的
研
究
は
皆
無
に
等
し
い
（
２
）
。

こ
う
し
た
重
大
な
欠
を
補
う
べ
く
、
筆
者
は
二
〇
〇
七
年
四
月

以
降
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
社
会
・
経
済
・
政
治
・
司
法
の

研
究
に
お
い
て
最
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
シ
ャ
リ
ー
ア
法
廷
台
帳

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

一
（
二
二
九
）



3448 3449 3450 3451 3452 3453 3454 3455 3456 3457 3458

384 366 619 434 250 336 341 729 323 490 317

○

○

○

○

○ ○

○

○

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

二
（
二
三
〇
）



表 1 マハッラ法廷台帳収載記録年数分布表

台帳番号 3442 3443 3444 3445 3446 3447

収載記録件数 281 467 281 683 398 508

A.H./A.D.

1093/1682 ○

1094/1682�83
1095/1683�84
1096/1684�85
1097/1685�86 ○ ○

1098/1686�87 ○ ○

1099/1687�88 ○ ○

1100/1688�89
1101/1689�90
1102/1690�91
1103/1691�92
1104/1692�93
1105/1693�94
1106/1694�95
1107/1695�96
1108/1696�97
1109/1697�98
1110/1698�99

1111/1699�1700
1112/1700�01
1113/1701�02
1114/1702�03
1115/1703�04
1116/1704�05
1117/1705�06
1118/1706�07 ○

1119/1707�08 ○ ○ ○

1120/1708�09 ○ ○

1121/1709�10 ○

1122/1710�11
1123/1711�12 ○

1124/1712�13 ○ ○ ○

1125/1713�14
1126/1714�15
1127/1715

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

三
（
二
三
一
）



3448 3449 3450 3451 3452 3453 3454 3455 3456 3457 3458

384 366 619 434 250 336 341 729 323 490 317

○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

四
（
二
三
二
）



台帳番号 3442 3443 3444 3445 3446 3447

収載記録件数 281 467 281 683 398 508

1128/1715�16
1129/1716�17
1130/1717�18 ○ ○

1131/1718�19 ○ ○

1132/1719�20 ○ ○ ○

1133/1720�21 ○ ○ ○

1134/1721�22 ○ ○

1135/1722�23 ○ ○ ○

1136/1723�24 ○ ○

1137/1724�25
1138/1725�26
1139/1726�27
1140/1727�28
1141/1728�29
1142/1729�30
1143/1730�31
1144/1731�32 ○ ○

1145/1732�33 ○ ○

1146/1733�34 ○ ○

1147/1734�35
1148/1735�36
1149/1736�37 ○ ○

1150/1737�38 ○ ○

1151/1738�39 ○

1152/1739�40
1153/1740�41
1154/1741�42
1155/1742�43
1156/1743�44
1157/1744�45
1158/1745�46
1159/1746�47
1160/1747�48
1161/1748

1162/1748�49
1163/1749�50
1164/1750�51 ○

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

五
（
二
三
三
）



3448 3449 3450 3451 3452 3453 3454 3455 3456 3457 3458

384 366 619 434 250 336 341 729 323 490 317

○

○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

六
（
二
三
四
）



台帳番号 3442 3443 3444 3445 3446 3447

収載記録件数 281 467 281 683 398 508

1165/1751�52
1166/1752�53
1167/1753�54
1168/1754�55
1169/1755�56
1170/1756�57
1171/1757�58
1172/1758�59
1173/1759�60
1174/1760�61
1175/1761�62
1176/1762�63
1177/1763�64 ○ ○ ○

1178/1764�65 ○ ○ ○ ○

1179/1765�66
1180/1766�67
1181/1767�68
1182/1768�69
1183/1769�70
1184/1770�71
1185/1771�72 ○

1186/1772�73 ○

1187/1773�74
1188/1774�75
1189/1775�76
1190/1776�77 ○

1191/1777�78 ○

1192/1778�79
1193/1779�80
1194/1780 ○ ○

1195/1780�81 ○

1196/1781�82 ○ ○

1197/1782�83
1198/1783�84 ○

1199/1784�85
1200/1785�86
1201/1786�87 ○

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

七
（
二
三
五
）



の
調
査
・
分
析
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

他
の
諸
都
市
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
商
工
業
都
市
の
イ

ス
ラ
ー
ム
法
廷
で
作
成
さ
れ
た
多
様
な
記
録
の
内
容
は
、

一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
そ
こ
に
生
き
た
庶
民

や
周
縁
民
か
ら
軍
人
・
商
人
・
宗
教
指
導
者
の
地
方
エ
リ

ー
ト
に
至
る
多
様
な
諸
個
人
、
老
若
男
女
に
関
す
る
膨
大

か
つ
詳
細
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
。
本
論
文
は
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
・
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八

世
紀
前
半
に
か
け
て
の
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
形
態
的

構
造
と
社
会
に
関
す
る
諸
情
報
を
整
理
し
、
こ
の
都
市
の

概
要
を
提
示
し
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
先
行
研
究
の
欠
如
も
あ
り
、
現
時
点
で
は

未
だ
不
明
な
点
も
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ

は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
エ
ジ
プ
ト
州
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

光
を
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
重
要
都
市
の
「
全
体

史
」
的
研
究
に
向
け
て
の
基
礎
作
業
の
一
部
を
な
す
も
の

で
あ
る
。

前
述
の
法
廷
台
帳
と
は
、
具
体
的
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
国

立
公
文
書
館D

ār
al-W

athā’iq
al-Q

aw
m
iyya

所
蔵
の

マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法
廷al-B

āb
al-‘Ā

lı̄
bi-M

adı̄

‐

・

nat
al-M

ahalla
al-K

ubrā
bil-G

harbiyya

の
台
帳Sijil-

3448 3449 3450 3451 3452 3453 3454 3455 3456 3457 3458

384 366 619 434 250 336 341 729 323 490 317

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

1230
1262

1246 1230 1230
1249
1250
1251
1252

1217
1250
1258
1259
1260
1261

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

八
（
二
三
六
）



・

・

lāt
M
ahkam

at
al-M

ahalla
al-K

ubrā

で
あ
る
。
お
そ
ら

く
は
無
秩
序
な
そ
の
残
存
状
況
の
た
め
、
殆
ど
利
用
に
供

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
関
連
目

録
も
未
だ
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
公
文
書
館
所
蔵
の
法

廷
台
帳
史
料
に
関
す
る
簡
易
リ
ス
ト
に
一
〇
九
七
〜
一
二

七
二
／
一
六
八
五
〜
一
八
五
六
年
（
以
下
、
同
様
に
年
号

を
併
記
す
る
場
合
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
／
西
暦
を
表
す
）
の
法

廷
記
録
が
存
在
す
る
と
の
記
載
が
あ
る
の
み
で
あ
り
、
台

帳
冊
子
の
総
数
さ
え
明
ら
か
で
は
な
い
。
筆
者
は
こ
れ
ま

で
に
、
台
帳
番
号
三
四
四
二
番
か
ら
三
四
五
八
番
ま
で
の

計
一
七
冊
の
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法
廷
台
帳
の
存
在

を
確
認
し
た
。
こ
の
一
七
冊
に
つ
い
て
収
載
記
録
の
件
数

及
び
年
数
分
布
の
概
要
を
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
判
明
し
た
の
は
、
�
一
般
に
オ
ス

マ
ン
帝
国
の
シ
ャ
リ
ー
ア
法
廷
台
帳
で
は
諸
記
録
が
ほ
ぼ

年
代
順
に
並
べ
て
綴
じ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
本

法
廷
台
帳
群
に
関
し
て
は
、
不
注
意
な
解
体
と
無
定
見
な

再
編
の
過
程
を
経
て
全
般
的
に
著
し
く
混
乱
し
た
状
態
に

あ
る
こ
と
、
�
個
々
の
法
廷
記
録
の
中
に
は
前
後
の
部
分

が
欠
落
し
断
片
化
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
く
一
つ
の

法
廷
記
録
が
複
数
の
台
帳
冊
子
に
分
か
れ
て
収
載
さ
れ
て

台帳番号 3442 3443 3444 3445 3446 3447

収載記録件数 281 467 281 683 398 508

1202/1787�88 ○

1203/1788�89
1204/1789�90
1205/1790�91
1206/1791�92
1207/1792�93 ○

1208/1793�94 ○ ○

1209/1794�95
1210/1795�96
1211/1796�97
1212/1797�98 ○ ○

1213/1798�99 ○

1214/1799�1800
1215/1800�01

1216/1801以降
（A.H.で表示）

1248
1249
1250

1230

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

九
（
二
三
七
）



い
る
場
合
も
み
ら
れ
る
こ
と
、
�
台
帳
の
表
紙
に
記
載
さ
れ
て
い

る
収
載
記
録
の
年
数
に
つ
い
て
も
不
正
確
な
場
合
が
少
な
く
な
い

こ
と
、
と
い
っ
た
問
題
点
で
あ
る
。
上
記
の
調
査
対
象
に
限
っ
て

み
て
も
、
収
載
記
録
の
年
数
分
布
は
、
い
く
つ
か
の
時
期
的
欠
落

が
あ
る
と
は
い
え
、
一
〇
九
三
／
一
六
八
二
年
か
ら
一
二
六
二
／

一
八
四
六
年
ま
で
の
一
六
〇
年
以
上
の
広
が
り
を
示
し
て
い
る
。

台
帳
番
号
三
四
四
四
番
を
例
に
と
れ
ば
、
そ
こ
に
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦

で
一
〇
九
三
年
、
一
〇
九
八
年
、
一
〇
九
九
年
、
一
一
一
九
年
、

一
一
二
〇
年
、
一
一
二
四
年
、
一
一
三
〇
〜
一
一
三
六
年
、
一
一

四
四
〜
一
一
四
六
年
、
一
一
四
九
〜
一
一
五
〇
年
、
一
一
七
七

〜
一
一
七
八
年
、
一
一
九
五
〜
一
一
九
六
年
、
一
一
九
八
年
、
一

二
〇
二
年
、
一
二
〇
八
年
、
一
二
四
八
〜
一
二
五
〇
年
の
法
廷
記

録
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
3
）
。
そ
し
て
、
前
掲
の
問
題
点
の

�
と
�
は
、
本
法
廷
台
帳
群
の
お
そ
ら
く
は
完
全
に
は
揃
わ
な
い

で
あ
ろ
う
「
全
体
」
を
忍
耐
強
く
復
元
し
よ
う
と
す
る
作
業
の
必

要
性
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
論
で
は
、
確
認
さ
れ

た
前
記
の
一
七
冊
の
う
ち
筆
者
が
そ
の
内
容
を
精
査
し
得
た
台
帳

番
号
三
四
四
二
〜
三
四
五
〇
番
の
計
九
冊
を
主
要
史
料
と
し
て
記

載
情
報
の
整
理
と
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一

都
市
構
造

マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法
廷
台
帳
の
記
録
の
仕
方
に
従
え
ば
、

県
都
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
は
北
部
の
「
マ
ハ
ッ
ラ
」
と
南
部
の

「
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ーSandifā

」
に
大
き
く
二
分
さ
れ
（
４
）
、
そ
の
そ
れ

・
・

ぞ
れ
が
多
数
の
小
さ
な
「
地
区
（khutt

）」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た
。
以
下
で
は
、
都
市
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
上
記
二
つ
の
下

位
区
分
を
そ
れ
ぞ
れ
「
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
」、「
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区

域
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
表
２
は
こ
れ
ま
で
に
筆
者
が
精
査
し

得
た
上
記
の
九
冊
に
限
っ
て
、
そ
こ
に
み
え
る
地
区
名
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
（
５
）
。

地
区
名
に
は
判
読
困
難
な
も
の
も
あ
り
、
更
な
る
調
査
・
検
討

を
要
す
る
が
、
地
区
数
に
関
し
て
い
え
ば
、
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
が
一

〇
一
、
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
が
六
三
で
あ
り
、
前
者
が
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

・

マ
ハ
ッ
ラ
区
域
は
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
学
派
の
主
席
法
官（nāzir

fil-

・

ahkām
al-shar‘iyya

）
が
主
宰
し
、
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
と
マ
ー

リ
ク
の
両
学
派
の
副
法
官
（nā’ib

）
も
業
務
を
担
う
マ
ハ
ッ

ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法
廷
（
６
）
に
加
え
、
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
の
法
官

が
勤
務
す
る
ラ
ー
ス
・
ア
ル
�
フ
ァ
ッ
ワ
ー
リ
ー
ン
小
法
廷

・

M
ahkam

at
R
a’s

al-Faw
w
ālı̄n （

７
）
と
マ
ー
リ
ク
学
派
の
法
官
の
勤

史
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表 2 マハッラ・クブラーの地区一覧（17世紀末�18世紀前半）
〈マハッラ区域〉

No. 地区名 備考

1
・

Ahmad Jūrbaj ı̄

2
・ ・

Amı̄r ‘Al ı̄ Jūrbaj ı̄ Multazim Nāhiyat Hamza

3 Amı̄r Yūsuf

4 ‘Ārif bi�llāh al�Shaykh al�Wāf ı̄

5 Awlād Ismā‘ ı̄ l 旧名 al�Khāzindār
6 Awlād Sa‘d al�Dı̄n

7
・

Awlād Safı̄ al�Dı̄n

8
・

Bayna al�Ma‘āsir

9 Birkat Buhurmus 郊外地区だが，「マハッラの」と記される例
もあり

10
・

Dār al�Shaykh ‘Alı̄ al�Mahall ı̄ al�Shāfi‘ ı̄
11 Darb al�‘Arab wal�Shaykh Mubārak

12 Darb al�Shahāwı̄

13 Darb al�Khabb 別名 Jāmi‘ al�Khabb?
14

・ ・
Darı̄h al�Shaykh al�‘Āmir

15
・

Dār al�Sultān
・

別名 Sūq Dār al�Sultān
16 al�Firāqı̄
17

・
Ghayt Mūsā

18
・

al�Hājj Zayn al�Dı̄n al�Shāmı̄ 別名 Dār al�Shāmı̄?

19
・

al�Halāwā

20
・ ・
Hammām al�Amı̄r Siyāwı̄sh Muhyı̄ Zādah

・
Sūq Dār al�Sultānと隣接

21
・
Hammām Jāwı̄sh

22
・
Hammām al�Wirāqa

・ ・
Mahkamat al�Bābと隣接，別名 Hammām

・
Tirtāna, Hārat al�Wirāqa?

23
・ ・
Hārat Awlād al�Turayniyya

24
・ ・
Hārat al�Ballāsiyya

25
・
Hārat al�Jazzārı̄n Sūq al�Dawābbと一体のものとして記される

例もあり

26
・
Hārat al�Khalfiyya

27
・
Hārat Khawkhat al�Yahūd

28
・
Hārat al�Khums

29
・
Hārat al�Madāfi‘

30
・
Hārat al�Midādı̄n

・ ・
旧名 Hārat al�Ballāhiyya

31
・
Hārat al�Saqqā’ ı̄n

32
・ ・
Hārat al�Sayyādı̄n

33
・ ・・
Hārat al�Shahhāta

34
・

al�Husnı̄

オ
ス
マ
ン
朝
期
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35
・

al�Jāmi‘ al�Kabı̄r al�Turaynı̄
・

別名 Sūq al�‘Attārı̄n, Sūq al�Haddādı̄n wal�

・
Jāmi‘ al�Kabı̄r al�Turayn ı̄

36 Jāmi‘ Ibn Zuhayr

37 Jāmi‘ Murād

38 Jāmi‘ al�Madrasa al�Shāfi‘iyya
39

・
Jāmi‘ al�Nasr

40
・

Jāmi‘ al�Qādı̄
・

別名 Jāmi‘ al�Qādı̄ wa�Suwayqat al�Ghamrı̄

41 Jāmi‘ Sı̄dı̄ Yūsuf ‘Alı̄ Abū Qāsim

42 Jāmi‘ al�Shimsār
・

別名 Hārat al�Shimsār, Sūq al�Laban wa�Jāmi‘
al�Shimsār

43 Jāmi‘ al�Tawba
44

・
Jāmi‘ al�Tuyūr

45
・

Jāmi‘ ‘Usayyāt
・ ・ ・

別名 Jāmi‘ al�‘Usayyāt wa�Hārat al�Sayyādı̄n
46 al�Jayyāra

・
別名 Mahkamat al�Bāb, al�Jayyāra wa�Sūq
al�Firākh

47 al�Ju‘aydiyya
48 Kawm al�Jimāl

49 Kawm al�Shaykh ‘Āmir

50
・

Kharābat Ibn Sābir
・ ・

Kharābat Banı̄ Sābir wa�Hārat al�Wirāqa と
同一？

51 Kharābat al�Tibn
52 Khawkhat Abı̄ Shāmil

53
・

Khawkhat al�Qādı̄

54 Khawkhat al�Sha‘ ı̄riyya
55 Khirqat Ibn Mubārak

56 al�Madābigh

57
・

al�Masmat al�Qadı̄m

58
・ ・ ・

Mihnāta Awlād al�Khatı̄b
59

・ ・
Mihnāta al�Bizr

60
・

Munsha’at al�Qutn

61
・ ・

al�Qādı̄ Badr al�Dı̄n Abı̄ Tāqiyya

62
・

Qahwat al�Khatab
63

・ ・
Qahwat al�Tahūn

・
Wikālat al�Hinnā’と同一または隣接

64
・ ・

Qasabat al�Qutn

65
・

Sāda al�Arba‘ ı̄n wa�Zāwiyat Sı̄dı̄ Abū al�Fadl
al�Mālikı̄

・
al�Sāhaと同一？

66
・

al�Sāha
67

・
al�Sayārifa

68 al�Shaykh ‘Āmm al�Danūshrı̄

69 al�Shaykh Jibr ı̄l
・

Sūq al�Qutnと同一または隣接
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70
・

al�Shaykh Khidr

71 al�Shaykh Mas‘ūd

72
・

al�Shaykh Radı̄ al�Dı̄n al�Qabbānı̄

73 Sı̄dı̄ ‘Abd al�Salām
74 Sı̄dı̄ ‘Al ı̄

75
・

Sı̄dı̄ Muhammad Qamar al�Dawla

76 Sūq al�Adamiyya

77
・

Sūq al�Basal
78 Sūq al�Buzūriyya
79 Sūq al�Dajāj

80 Sūq al�Dawābb
・

別名 Sūq al�Dawābb wa�Hārat al�Jazzārı̄n
81 Sūq al�Fawwālı̄n 別名 Sūq Ra’s al�Fawwālı̄n
82

・
Sūq al�Fuwat

83 Sūq al�Jimāl

84 Sūq al�Khashab 別名 Sūq al�Jum‘a

85
・

Sūq al�Khawwāsı̄n wa�Zāwiyat al�Sakhāwi-
yya

86
・

Sūq al�Khudariyya
87 Sūq al�Mushāq

88 Sūq al�Qumāsh
・

al�Sāghaの近く
89 Sūq al�Sadd サンディファーに属するとされる例もあり

90 Sūq Qaysāriyyat al�Bazz 別名 Bāb Qaysāriyyat al�Bazz
91

・
Sūq al�Qutn

・ ・
別 名 Sūq al�Qutn al�Qadı̄m, Sūq al�Qutn
wa�Wikālat al�Zayt

92 Suwayqat al�Ghamrı̄
・

Sūq al�Qutnと隣接

93
・ ・
Tāhūn al�Masāmı̄r

94
・

Turbat al�Sahrā’
95 Wikālat al�‘Asal Sūq al�Fawwalı̄nの近く
96

・
Wikālat al�Hinnā’

97 al�Wirāqa
・

Mahkamat al�Bābと隣接
98

・
Zāwiyat al�Amshātı̄

99 Zāwiyat al�Laban
100 Zāwiyat al�Mı̄qātı̄

101
・

Zāwiyat Shaykh al�Qatrı̄

〈サンディファー区域〉

No. 地区名

102
・

Abū al�Fadl
103 ‘Ārif bi�llāh Sı̄dı̄ Mansūb

・
別名 Sı̄dı̄ Muhammad Mansūb

104 Awlād ‘Unnāba

オ
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105 Banı̄ al�Dawādār

106 Birkat al�Matābin

107
・

Darb al�Turayniyya
108

・
Fākhir Ibn Khāl al�Shaykh al�Turaynı̄

109
・

al�Haddādı̄n
・ ・

別名 Hārat al�Haddād

110
・

al�Hamawı̄

111
・ ・
Hārat al�Basāyita

112
・
Hārat Abū al�Khayr

113
・
Hārat Sı̄dı̄ ‘Abd al�Wahhāb al�Baqlı̄

114
・ ・
Hārat Sı̄dı̄ Muhammad al�Jundı̄

115
・
Hārat al�Sukhaylātı̄

116 Ibn ‘Ajāja

117 Ibn Bahy al�Dı̄n

118 Ibn al�Maghānı̄

119
・・

Ibn Mufassal

120 Ibn al�Muwaqqi‘

121
・

al�Jāmi‘ al�Ahmar

122 Jāmi‘ al�Burhān
・

別名 Jāmi‘ al�Burhān wa�Wikālat al�Harı̄r

123 Jāmi‘ Ibn ‘Anqā’

124
・

Jāmi‘ Ibn Khāl al�Shaykh al�Turaynı̄
・

Wikālat Ibn Sadaqa wa�Jāmi‘ Sūq al�Ghazlと
同一？

125
・

Jāmi‘ Ibn Nasr Suwayqat al�Karawiyyaに隣接
126 Jāmi‘ al�Muqaddam

・
別名 Jāmi ‘ al�Khawājā Muhammad al�Mu-
qaddam

127 Jāmi‘ al�Shaykh ‘Abd Rabbi�hi
128

・
Jāmi‘ Subh Allāh

129 Jāmi‘ al�Wazı̄riyya

130 Kafr al�Qawwāsa

131 al�Khūlānı̄
132 al�Majrash

133 al�Makkı̄ wa�Suwayqat al�Karawiyya 別名 Suwayqat al�Karawiyya wa�Sūq al�‘Asal
134 al�Malāqa

135
・

al�Malı̄ha

136
・

al�Masmat

137 Munsha’at al�Amı̄riyya

138
・

Mūnis al�Nasrānı̄

139
・

al�Muqaddam Ridwān

140
・

Qallāyat al�Nasārā

141 al�Sāda al�Rawāziqiyya 別名 Jāmi‘ al�Rawāziqiyya
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・

務
す
る
フ
ス
ニ
ー
ヤ
小
法
廷M

ahkam
at

al-

・

H
usniyya

を
備
え
て
い
た
（
８
）
。
ま
た
、
マ
ハ

ッ
ラ
区
域
に
は
監
獄
（sijn

）
も
存
在
し
、

「
司
法
の
サ
ダ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
ワ
ク
フ
と

併
せ
て
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
の
カ
ー
デ
ィ

・

ー
が
そ
の
管
理
人
（nāzir

‘alā
w
aqf

al-

・

・

sadaqāt
al-hukm

iyya
bi-M

adı̄nat
al-

・

M
ahalla

w
a-‘alā

al-sijn
al-kā’in

bi-hā

）

の
任
に
当
た
っ
て
い
た
（
９
）
。

マ
ハ
ッ
ラ
区
域
に
は
、
同
県
の
有
力
軍
人

た
ち
が
居
を
定
め
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
が
、

こ
の
う
ち
特
に
関
連
記
録
が
多
く
確
認
さ
れ

る
人
物
が
、
ミ
ヌ
ー
フ
ィ
ー
ヤ
県
総
督
な
ど

を
経
て
エ
ジ
プ
ト
州
の
ア
ザ
ブ
軍
団
長
と
い

う
高
位
に
ま
で
昇
り
詰
め
た
ス
ィ
ヤ
ー
ウ
ィ

ー
シ
ュ
・
ア
ー
ガ
ーSiyāw

ı̄sh

（Siya-

vush

）Ā
ghā

で
あ
る
。
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
の

・

ビ
ナ
ー
・
ア
ビ
ー
・
ス
ィ
ー
ル
区N

āhiyat

・

B
inā

A
bı̄Sı̄r

や
マ
ハ
ッ
ラ
・
ハ
サ
ン
区N

ā-

・

・

・

hiyat
M
ahallat

H
asan

の
ム
ル
タ
ズ
ィ
ム

（
徴
税
請
負
人
）
で
あ
っ
た
こ
の
有
力
マ
ム

142 Sāqiyat Jāmi‘ Burhān

143 Sayyid al�Dalāla

144 Sha‘‘ārı̄n

145
・

al�Shaykh Abū al�Hasan

146
・

al�Shaykh Rādı̄
・ ・ ・

Mi‘ sarat al�Kharāb wa�Darı̄h Mawlānā al�

・
Shaykh Rādı̄と同一？

147 Sı̄dı̄ ‘Alı̄ al�Najj ār

148
・ ・
Sihrı̄j al�Amı̄r Hamza Kāshif

149
・
Sihrı̄j al�Nasāra

150 Sūq al�Dhirā‘

151 Sūq Ibn ‘Abd al�Mun‘im

152
・

Sūq al�Sāgha
153 Sūq al�Samak

154 Sūq al�Qashsh

155
・

Suwayqat al�Nasārā
・ ・
Hammām Sandifā wa�Suwayqat al�Nasārā

156 Suwayqat al�Sāhı̄
157 Suwayqat al�Shaykh
158

・ ・ ・ ・
Tūr Ahmar wa�Hārat al�Nasārā

159
・

al�Turayniyya
・ ・ ・

別名 al�Sāda al�Turayniyya, Hārat al�Sawwā�
f ı̄n

160 Turbat Sandifā

161
・

Turbat al�Shaykh Hasan

162
・

Wikālat Ibn Sadaqa wa�Jāmi‘ Sūq al�Ghazl 別名 Jāmi‘ Sūq al�Ghazl
163 Zāwiyat al�Misı̄rı̄

164 Zāwiyat al�Shaykh Mujāhid
・

al�Turayniyyaと同一の可能性あり

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

一
五
（
二
四
三
）



図 1 オスマン朝期のマハッラ・クブラー
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ル
ー
ク
軍
人
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
に
居
住
し
、
ラ
ー
ス
・

・
・

ア
ル
�
フ
ァ
ッ
ワ
ー
リ
ー
ン
（
蚕
豆
商
人
頭
）
地
区K

hutt
R
a’s

al-Faw
w
ālı̄n

に
モ
ス
ク
を
建
設
し
て
、
同
地
を
拠
点
と
す
る
有

力
ム
ル
タ
ズ
ィ
ム
家
系
の
祖
と
な
っ
た
（
１０
）
。
ス
ィ
ヤ
ー
ウ
ィ
ー
シ
ュ

・

の
子
ア
ミ
ー
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ドM

uham
m
ad

Jalabı̄

、
そ
の
子

の
ア
ミ
ー
ル
・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ムIbrāhı̄m

Jalabı̄

へ
と
家
督
が

・

継
承
さ
れ
る
過
程
で
「
ム
フ
イ
ー
・
ザ
ー
デM

uhyı̄
Zādah

家
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
同
家
は
、
徴
税
請
負
権
の
保
有

を
通
じ
て
地
方
名
家
と
し
て
こ
の
デ
ル
タ
都
市
に
深
く
根
を
下
ろ

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
１１
）
。

マ
ハ
ッ
ラ
区
域
は
ま
た
、「
大
ス
ー
クSūq

K
abı̄r

」、「
小
ス

・

ー
クSūq

Saghı̄r

」、「
ラ
ー
ス
・
ア
ル
�
フ
ァ
ッ
ワ
ー
リ
ー
ン

地
区
ス
ー
ク
」
の
よ
う
な
複
合
型
ス
ー
ク
に
加
え
て
、
香
辛
料
（
１２
）
、

食
肉
（
１３
）
、
木
材
（
１４
）
、
薪
（
１５
）
、
亜
麻
種
子
（
１６
）
、
亜
麻
屑
（m

ushāq
）
（
１７
）
、
駄
獣
（
１８
）
、

ラ
ク
ダ
（
１９
）
、
鶏
（
２０
）
、
農
産
物
（
２１
）
、
綿
（
２２
）
、
ク
ロ
ー
バ
ー
（barsı̄m
）
（
２３
）
、
皮
革
（
２４
）
、

タ
オ
ル
（
２５
）
、
籠
（
２６
）
、
紙
（
２７
）
、
両
替
（
２８
）
な
ど
各
種
の
専
門
ス
ー
ク
を
備
え
、
日

常
的
な
消
費
空
間
と
し
て
の
性
格
が
極
め
て
濃
厚
で
あ
っ
た
。
さ

・

ら
に
同
区
域
に
は
、
ヘ
ン
ナ
商
館W

ikālat
al-H

innā’

（
２９
）
、
藍
商
館

W
ikālat

al-N
ı̄la （

３０
）
、
糖
蜜
商
館W

ikālat
al-‘A

sal

（
３１
）
、
亜
麻
仁
油
商

館W
ikālat

al-Zayt

（
３２
）
、
石
工
商
館W

ikālat
al-Jayyāra （

３３
）
な
ど
卸

売
・
仲
買
・
保
管
・
宿
泊
の
場
と
し
て
機
能
す
る
ウ
ィ
カ
ー
ラ
も

・

存
在
し
た
（
３４
）
。
こ
の
う
ち
綿
商
館W

ikālat
al-Q

utn

と
い
う
別
名

を
も
つ
亜
麻
仁
油
商
館
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
二
〇
〇
軒
以
上
の

店
舗
群
等
と
共
に
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ウ
ス
タ
ー
ダ
ー
ル
の
ザ
イ
ン
・

・

ア
ッ
�
デ
ィ
ー
ン
・
ヤ
フ
ヤ
ーZayn

al-D
ı̄n

Y
ahyā

al-U
stādār

が
設
定
し
た
ワ
ク
フ
の
物
件
で
あ
り
、
一
七
二
一
年
の
時
点
で
そ

の
管
財
人
の
職
は
、
カ
イ
ロ
に
い
た
エ
ジ
プ
ト
州
の
イ
ェ
ニ
チ
ェ

・

・

リ
軍
団
長
（āghā

al-M
ustahfizān

）
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ー

・

ウ
ィ
ー
シ
ュA

m
ı̄r

M
uham

m
ad

Jāw
ı̄sh

Sarrāj

が
握
っ
て
い

た
（
３５
）
。
そ
し
て
、
ア
ブ
ー
・
ア
ル
�
ア
ッ
バ
ー
ス
・
モ
ス
クJām

i‘

A
bū

al-‘A
bbās

の
近
く
に
は
、
こ
の
都
市
の
経
済
に
お
い
て
主

要
な
商
品
で
あ
っ
た
リ
ネ
ン
の
取
引
所
の
カ
イ
サ
ー
リ
ー
ヤ
・
ア

ル
�
バ
ッ
ズQ

aysāriyyat
al-B

azz

も
あ
っ
た
（
３６
）
。
ま
た
、
コ
ー
ヒ

ー
交
易
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
た
「
ス
ル
タ
ー
ン
の
館D

ār

・

al-Sultān

」
と
呼
ば
れ
る
建
物
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
ス
ル
タ
ー

ン
の
館
の
ス
ー
ク
」（
別
名
「
ス
ル
タ
ー
ン
の
ス
ー
クSūq

al-

・

Sultān

」）
や
コ
ー
ヒ
ー
豆
製
粉
所
（m

adaqq
bunn

al-qahw

）

が
あ
り
、
活
発
な
商
業
地
区
を
形
作
っ
て
い
た
（
３７
）
。
ま
た
、「
ウ
サ

・
・

・

イ
ヤ
ー
ト
・
モ
ス
ク
と
漁
師
通
り
の
地
区K

hutt
Jām

i‘
‘U

sayyāt
・

・

・

w
a-H

ārat
al-Sayyādı̄n

」
に
は
「
漁
師
の
家D

ār
al-Sayyādı̄n

」

な
る
施
設
も
あ
り
（
３８
）
、
こ
の
都
市
の
住
民
に
は
川
魚
を
獲
る
漁
民
も

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
南
部
に
は
、
ユ
ダ

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

一
七
（
二
四
五
）



・
・

ヤ
教
徒
の
集
住
す
る
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
横
丁
地
区K

hutt
・

H
ārat

K
haw

khat
al-Y

ahūd

」
も
あ
っ
た
（
３９
）
。

他
方
、
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
に
つ
い
て
は
、
法
廷
台

帳
に
「
ジ
フ
ァ
ー
ル
（jifār

）」
と
呼
ば
れ
る
物
件
に
関

す
る
記
録
が
頻
繁
に
登
場
す
る
点
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。

ジ
フ
ァ
ー
ル
は
「
円
形
の
土
地
」、「
非
農
業
用
地
」
な
ど

を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ス
マ
ン
朝
期
エ
ジ
プ
ト

の
研
究
に
お
い
て
こ
の
語
に
関
す
る
検
討
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。
本
法
廷
台
帳
の
諸
例
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ル
（qā‘

a

）・
倉
庫
・
染
色
作
業
所
・
家
畜
小
屋
な
ど
か
ら
な
る

「
工
場
」
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は

・

リ
ネ
ン
を
中
心
と
し
た
織
物
業
（hiyāka
）
の
生
産
拠

点
・
作
業
場
で
あ
っ
た
（
４０
）
。
こ
う
し
た
ジ
フ
ァ
ー
ル
群
に
加

・

え
て
、
染
色
工
房
（m

asbagha

）
も
多
く
み
ら
れ
た
サ

ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
は
、
織
物
生
産
の
場
と
し
て
の
性
格

が
顕
著
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
（
４１
）
。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に

大
商
人
た
ち
の
邸
宅
や
遠
隔
地
交
易
の
拠
点
で
あ
っ
た
絹

商
館
な
ど
の
ウ
ィ
カ
ー
ラ
群
の
集
中
も
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー

区
域
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
に
比

す
れ
ば
数
は
少
な
い
が
、
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
に
も
金

・

銀
細
工Sūq

al-Sāgha （
４２
）
、
藁
（
４３
）
、
布
（
４４
）
、
糸
（
４５
）
、
魚
（
４６
）
な
ど
の
専
門

マムルーク朝スルターン・カーンスーフ・アル

�

ガウリーのウィカーラ（旧市街、筆者撮影）
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ス
ー
ク
が
あ
っ
た
。
他
方
、
コ
プ
ト
教
会
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
集

・
・

住
す
る
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
小
市
場
地
区K

hutt
Suw

ayqat
al-

・

・
・

N
asārā

」
や
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
修
道
坊
地
区K

hutt
Q
allāyat

al-

・

N
asārā

」
の
存
在
も
注
目
に
値
し
、「
キ
リ
ス
ト
教
徒
小
市
場
地

・
・

・

区
」
に
程
近
い
ハ
マ
ウ
ィ
ー
地
区K

hutt
al-H

am
aw

ı̄

に
は
コ
プ

ト
の
住
宅
群
も
み
ら
れ
た
（
４７
）
。
マ
ハ
ッ
ラ
と
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
の
両

区
域
を
合
わ
せ
た
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
各
所
に
は
、
小
麦
販

・

・

・

売
所
（m

ihnāta （
４８
）
）、
製
パ
ン
所
（tābūna,

furn （
４９
）
）、「
ペ
ル
シ
ア
臼

・

・

・

の
製
粉
所
（tāhūn

al-rahā
al-Fārisı̄

（
５０
）
）」、
公
衆
浴
場
（
５１
）
、
コ
ー
ヒ

ー
店
（
５２
）
が
散
在
し
、
約
四
〇
の
モ
ス
ク
、
さ
ら
に
は
ザ
ー
ウ
ィ
ヤ

・

（
ス
ー
フ
ィ
ー
修
道
場
）、そ
し
て
サ
ー
ダ
・
ア
ル
バ
イ
ー
ン
廟D

ar

・

ı̄h
al-Sāda

al-A
rba‘ı̄n （

５３
）
な
ど
の
聖
廟
も
多
数
存
在
し
た
（
５４
）
。
イ
ス

ラ
ー
ム
の
初
等
教
育
の
場
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ア
ウ
ラ
ー
ド
・
ア

ッ
ラ
ー
ク
修
道
場Zāw

iyat
A
w
lād

‘A
llāq

が
児
童
の
ク
ル
ア
ー

・

ン
学
校
（m

aktab
li-qirā’al-atfāl

）
を
兼
ね
て
お
り
（
５５
）
、
ま
た
、

救
貧
機
能
を
備
え
た
「
孤
児
の
モ
ス
クJām

i‘al-Y
atı̄m

」
と
呼
ば

れ
る
宗
教
施
設
が
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
に
あ
っ
た
（
５６
）
。

こ
う
し
た
都
市
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
を
取
り
囲
む
市
壁
に
つ

い
て
は
、
管
見
の
限
り
言
及
が
な
い
。
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の

郊
外
は
法
廷
記
録
に
お
い
て
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
ま
た
は
サ
ン
デ
ィ
フ

・

ァ
ー
区
域
の
「
外
側
（zāhir

）」
と
表
現
さ
れ
、
そ
こ
に
は
農
地

・

（ghayt

）、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
園
、
レ
モ
ン
や
イ
チ
ジ
ク
の
果
樹
園
な

ど
が
あ
り
、
複
数
の
運
河
に
橋
が
架
か
る
デ
ル
タ
の
農
村
風
景
が

・
・

広
が
っ
て
お
り
、
こ
の
「
外
側
」
に
も
複
数
の
地
区
（khutt

）

が
存
在
し
（
５７
）
、
ま
た
、
ブ
フ
ル
ム
スB

uhurm
us （

５８
）
と
カ
ブ
シ
ャK

ab-

sha （
５９
）
と
い
う
池
が
あ
り
、
ブ
フ
ル
ム
ス
池
の
傍
に
は
皮
鞣
工
房

（m
adbagha

）
が
あ
っ
た
（
６０
）
。

マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
い
え

ば
、
こ
の
県
都
は
、
物
資
や
人
の
移
動
を
通
じ
て
周
辺
の
小
都
市

や
農
村
と
緊
密
な
有
機
的
結
合
を
示
し
て
い
た
。
特
に
ナ
イ
ル
の

ダ
ミ
エ
ッ
タ
分
流
の
港
町
サ
マ
ン
ヌ
ー
ドSam

annūd

と
の
結

び
付
き
は
強
固
で
あ
り
、
地
中
海
港
ダ
ミ
エ
ッ
タ
や
州
都
カ
イ
ロ

と
の
交
通
も
通
常
は
こ
の
河
港
都
市
を
経
由
し
た
。
立
憲
王
政
期

の
政
治
指
導
者
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
・
ナ
ッ
ハ
ー
ス
（
一
八
七
九
〜
一

九
六
五
年
）
の
生
地
と
し
て
知
ら
れ
る
サ
マ
ン
ヌ
ー
ド
は
、
河
川

交
通
が
支
配
的
で
あ
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ

ー
、
カ
イ
ロ
、
ダ
ミ
エ
ッ
タ
の
三
つ
の
大
都
市
を
繋
ぐ
要
の
位
置

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
６１
）
。
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
法
廷
台
帳
に
は
こ・

の
港
市
や
そ
の
周
辺
の
村
々
を
指
す
「
サ
マ
ン
ヌ
ー
ド
区N

āhi-

yat
Sam

annūd

」
に
関
す
る
情
報
も
豊
富
で
あ
り
、
マ
ハ
ッ

ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
と
の
連
関
に
つ
い
て
の
多
角
的
検
討
が
可
能
で
あ

る
（
６２
）
。
ま
た
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
と
ダ
ミ
エ
ッ
タ
の
関
係
も
密

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

一
九
（
二
四
七
）



で
あ
り
、
オ
ス
マ
ン
朝
期
に
重
要
嗜
好
品
と
な
っ
た
タ
バ
コ
も
歴

史
的
シ
リ
ア
方
面
か
ら
ダ
ミ
エ
ッ
タ
経
由
で
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ

ー
へ
と
輸
入
さ
れ
て
い
た
（
６３
）
。

二

都
市
社
会

続
い
て
、
法
廷
台
帳
史
料
に
み
え
る
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の

都
市
社
会
の
諸
相
と
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
残
念
な
が
ら

統
計
的
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
が
、
本
史
料
か
ら
浮
か
び
上
が
る

の
は
、
州
都
カ
イ
ロ
と
同
様
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
に
お
い
て

も
ス
ン
ナ
派
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
住
民
の
多
数
を
占
め
、
法
学
派

で
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
と
マ
ー
リ
ク
の
両
学
派
が
優
勢
で
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
少
数
派
と
し
て
存
在
感
を
示
す

と
い
う
宗
派
構
成
を
め
ぐ
る
社
会
像
で
あ
る
。
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団

に
関
し
て
は
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
（
６４
）
、
リ
フ
ァ
ー
イ
ー
ヤ
（
６５
）
、
デ
ィ
ス

ー
キ
ー
ヤ
（
６６
）
、
ガ
ム
リ
ー
ヤ
（
６７
）
の
存
在
と
活
動
が
確
認
さ
れ
る
（
６８
）
。
そ
し

て
、
タ
ン
タ
ー
の
バ
ダ
ウ
ィ
ー
廟
参
詣
と
そ
の
祭
（
マ
ウ
リ
ド
）

は
、
そ
の
地
理
的
な
近
さ
も
手
伝
っ
て
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の

住
民
や
軍
人
支
配
層
の
精
神
生
活
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
た
（
６９
）
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
つ
い
て
、
法
廷
台
帳
に
は
前
述
の
コ

プ
ト
教
会
に
加
え
て
シ
リ
ア
教
会
（
ヤ
コ
ブ
派
）
の
信
徒
（Y

a‘

qūbı̄

）
た
ち
に
関
す
る
記
録
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
彼
ら
は
シ
リ

ア
か
ら
の
移
民
と
そ
の
子
孫
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
マ
ハ
ッ

ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
（
７０
）
。
彼
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
「
長
（kabı̄r

）」
が
存
在
し
（
７１
）
、
ム
ル
タ
ズ

ィ
ム
で
も
あ
っ
た
シ
ャ
リ
ー
フ
長
官
代
理
（qā’im

m
aqām

naqı̄b
al-ashrāf

）
に
仕
え
た
シ
リ
ア
教
会
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
サ

ッ
ラ
ー
フ
の
例
も
あ
る
（
７２
）
。・

各
種
の
同
業
組
合
（tā’ifa

）
は
、
他
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
諸
都

市
と
同
様
に
社
会
集
団
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
日
常
の
社
会
・
経

済
生
活
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
法
廷
記
録
に
み

・

え
る
同
業
組
合
の
業
種
に
は
、
亜
麻
仁
油
圧
搾
（
７３
）
、
織
物
（hā’ik （
７４
）
）、

・

・
・

飾
り
紐
製
造
（‘aqqād,habbāk （
７５
）
）、
漂
白
（qassār

（
７６
）
）、
鉄
工
（
７７
）
、
両

・

替
（
７８
）
、
青
果
販
売
（khudarı̄ （
７９
））
、
コ
ー
ヒ
ー
店
営
業（８０
）、
建
設
（
８１
）
、
皮
革

（ada-m
ı̄

（
８２
））、
水
売
り
（saqqā’

（
８３
）
）、
計
測
（qabbān （
８４
））、
穀
物
計
量

・

（kayyāl （
８５
））、
製
パ
ン
（
８６
）
、
香
料
薬
種
（
８７
）
、
太
鼓
叩
き
（tabbāl

（
８８
）
）
な
ど

・

が
あ
り
、
同
業
組
合
長
（shaykh

al-tā’ifa

）
の
交
代
は
原
則
的

に
大
法
廷
の
主
席
法
官
に
よ
っ
て
公
式
に
承
認
さ
れ
た
（
８９
）
。

マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
に
お
け
る
住
民
の
食
生
活
の
実
態
を
窺

う
手
掛
か
り
を
与
え
る
の
が
、
同
法
廷
台
帳
に
収
め
ら
れ
て
い
る

一
六
八
七
年
一
月
の
物
価
状
況
調
査
の
記
録
で
あ
る
。
そ
こ
に
み

ら
れ
る
重
要
食
品
名
を
列
挙
す
れ
ば
、
小
麦
、
小
麦
粉
、
各
種
の

パ
ン
、
牛
肉
、
羊
肉
、
水
牛
肉
、
牛
乳
、
各
種
チ
ー
ズ
、
バ
タ
ー

史
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・

・

油
、
亜
麻
仁
油
、
ゴ
マ
油
、
ゴ
マ
ペ
ー
ス
ト
（tahı̄na

）、
ピ
ザ

・

生
地
（fatı̄ra

nā’im
a

）、
ゴ
マ
付
き
の
焼
き
菓
子
（ka‘ka

）、
蜂

蜜
、
糖
蜜
、
各
種
の
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
菓
子
（‘ajw

a

）、
ア
ー
モ
ン
ド
、

ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
、
イ
チ
ジ
ク
、
干
し
ブ
ド
ウ
、

ケ
バ
ー
ブ
（kabāb

）
な
ど
で
あ
っ
た
（
９０
）
。
さ
ら
に
青
果
販
売
組
合

に
関
す
る
同
年
四
月
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
主
な
品
目
と
し
て
、
モ

ロ
ヘ
イ
ヤ
（m

ulūkhiyya
）、
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
（rijla

）、「
ナ
イ
ル

の
キ
ウ
リ
（khiyār

al-N
ı̄lı̄

）」、
ヒ
ヨ
コ
豆
、
レ
タ
ス
、
そ
れ
に

ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
北
部
の
湖
沼
地
方
ブ
ル
ッ
ル
スB
urullus

産
の

ス
イ
カ
な
ど
が
挙
が
っ
て
い
る
（
９１
）
。

次
に
都
市
社
会
の
エ
リ
ー
ト
へ
と
視
線
を
移
せ
ば
、
エ
ジ
プ
ト

州
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
の
県
都
で
あ
っ
た
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
に
は
、

・

県
総
督
（hākim

,kāshif

）
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
有
力
軍
人

た
ち
が
居
住
し
て
い
た
（
９２
）
。
当
該
期
の
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
で
は
、
県
総

督
の
下
の
重
要
職
と
し
て
三
名
の
県
総
督
補
佐
（m

utaw
allı̄

bil-

G
harbiyya

）
が
あ
り
、
そ
の
地
方
行
政
上
の
役
割
は
大
き
か
っ

た
。
同
職
は
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ス
ィ
パ
ー
ヒ
ー
三
軍
、
す

な
わ
ち
ト
ゥ
ー
フ
ァ
ク
ジ
ヤ
ー
ン
（T

ūfakjiyān

ト
ゥ
フ
ェ
ク
チ

ヤ
ー
ン
）、
ジ
ュ
ム
リ
ヤ
ー
ン
（Jum

liyān

ギ
ョ
ニ
ュ
ッ
リ
ヤ
ー

ン
）、
ジ
ャ
ラ
ー
キ
サ
（Jarākisa

チ
ェ
ラ
ー
キ
セ
）
の
各
軍
団

の
ジ
ュ
ー
ル
バ
ジ
ー
（jūrbajı̄

チ
ョ
ル
バ
ジ
ュ
、
元
来
は
「
ス

ー
プ
係
」）
の
有
力
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
（
９３
）
。
上
記
三
軍
団

の
地
方
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ー
ル
バ
ジ
ー
た
ち
（jūrbaji-

yya

）
の
地
域
支
配
に
お
け
る
重
要
性
は
際
立
っ
て
お
り
、
関
連

の
法
廷
記
録
も
膨
大
な
数
に
上
り
、
今
後
そ
の
実
態
を
十
分
に
解

明
す
る
こ
と
が
こ
の
都
市
と
周
辺
域
に
お
け
る
権
力
構
造
を
把
握

す
る
上
で
の
鍵
に
な
る
と
思
わ
れ
る
（
９４
）
。
ジ
ュ
ー
ル
バ
ジ
ー
た
ち
の

中
に
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
有
力
者
で
あ
る
と
と
も

に
、
徴
税
請
負
権
（
十
七
世
紀
末
以
降
は
終
身
の
マ
ー
リ
カ
ー

ネ
）
を
保
有
す
る
ム
ル
タ
ズ
ィ
ム
（
徴
税
請
負
人
）
と
し
て
周
辺

農
村
に
も
強
い
影
響
力
を
保
持
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
他

方
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
に
は
歩
兵
軍
で
あ
る
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ

軍
と
ア
ザ
ブ
軍
も
配
備
さ
れ
て
い
た
が
、
両
軍
団
の
県
レ
ベ
ル
の

司
令
長
官
で
あ
る
ス
ィ
ル
ダ
ー
ル
（sirdār

）
も
地
方
行
政
上
の

役
割
を
担
い
、
特
に
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
の
ス
ィ
ル
ダ
ー
ル
は
こ
の

県
都
に
お
い
て
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
を
兼
務
し
、
市
場
行
政
に
従
事
し

て
い
た
（
９５
）
。
そ
し
て
両
軍
は
州
都
カ
イ
ロ
の
場
合
と
同
様
、
こ
の
時

期
に
は
都
市
の
商
工
民
と
の
間
に
密
接
な
関
係
を
築
き
上
げ
て
い

た
の
で
あ
る
（
９６
）
。

法
廷
台
帳
史
料
に
は
、
ウ
ラ
マ
ー
・
ス
ー
フ
ィ
ー
・
聖
者
・
シ

ャ
リ
ー
フ
な
ど
の
宗
教
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
関
す
る
情
報
も
少
な
く

な
い
。
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
に
も
シ
ャ
リ
ー
フ
長
官
（naqı̄b

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

二
一
（
二
四
九
）



al-ashrāf

）
が
い
た
が
（
９７
）
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
得
た
法
廷
記
録
に

は
、
む
し
ろ
シ
ャ
リ
ー
フ
長
官
代
理
に
関
す
る
情
報
の
方
が
多
く
、

例
え
ば
同
職
に
あ
っ
た
シ
ャ
リ
ー
フ
の
ダ
ー
ウ
ー
ドal-Sayyid

D
āw

ūd
は
、
一
七
二
四
年
一
月
、
市
内
の
ハ
ン
マ
ー
ム
、
圧
搾

所
、
店
舗
、
ジ
フ
ァ
ー
ル
、
住
宅
な
ど
を
ワ
ク
フ
物
件
と
し
、
聖

地
メ
デ
ィ
ナ
、
タ
ン
タ
ー
の
バ
ダ
ウ
ィ
ー
廟
、
カ
イ
ロ
の
シ
ャ
ー

・

・

フ
ィ
イ
ー
廟
、
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
聖
者
ス
ウ
ー
デ
ィ
ー
廟D
arı̄h

・

Sı̄dı̄A
bū

al-Fadlal-M
ālikı̄al-Su‘ūdı̄

を
対
象
と
す
る
大
規
模

な
ワ
ク
フ
設
定
を
行
な
っ
た
（
９８
）
。
有
力
ウ
ラ
マ
ー
家
系
に
つ
い
て
は
、

シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
（
サ
ー
ム
ー
リ
ーal-Sām

ūlı̄

家
、
カ
ー

ビ
ス
ィ
ーal-Q

ābisı̄

家
、
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ーal-‘A

bdallāw
ı̄

家
な
ど
）
と
マ
ー
リ
ク
学
派
（
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
、
ダ
ミ
ー
リ
ー

al-D
am

ı̄rı̄

家
な
ど
）
の
名
家
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ

の
都
市
社
会
に
お
け
る
帰
属
法
学
派
の
一
般
的
傾
向
を
反
映
す
る

も
の
と
い
え
る
（
９９
）
。

軍
人
・
宗
教
エ
リ
ー
ト
と
並
ん
で
都
市
の
ア
ー
ヤ
ー
ン
と
し
て

法
廷
記
録
に
頻
出
す
る
の
は
、
こ
の
商
工
業
都
市
と
他
の
諸
都
市

と
を
結
ぶ
遠
隔
地
間
や
ロ
ー
カ
ル
な
交
易
で
活
躍
す
る
富
裕
な
商

人
（tājir

）
た
ち
、
中
で
も
「
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
（khaw

ājā

）」
の

称
号
を
帯
び
た
有
力
商
人
た
ち
で
あ
る
（
１００
）
。
本
史
料
に
特
に
多
く
の

情
報
が
見
出
さ
れ
、
今
後
総
合
的
な
研
究
を
要
す
る
ハ
ワ
ー
ジ
ャ

ー
の
有
力
名
家
に
、
フ
ー
ラ
ー
ニ
ーal-K

hūlānı̄

家
、
ム
カ
ッ
ダ

・

ムIbn
al-M

uqaddam

家
、
ハ
マ
ー
ダ
・
マ
ン
ザ
リ
ーIbn

H
a-

m
āda

al-M
anzalı̄

家
、
シ
ャ
ー
ミ
ーal-Shām

ı̄

家
が
あ
る
。

フ
ー
ラ
ー
ニ
ー
家
は
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
の
「
フ
ー
ラ
ー
ニ

ー
地
区
」
に
拠
点
を
置
き
、
ダ
ミ
エ
ッ
タ
や
カ
イ
ロ
に
も
拠
点
を

確
保
し
て
そ
れ
ら
を
結
合
し
、
絹
や
コ
ー
ヒ
ー
の
交
易
で
財
産
形

成
を
進
め
て
い
っ
た
商
人
名
家
で
あ
る
。
同
家
は
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ

・

ー
区
域
を
中
心
に
イ
ブ
ン
・
サ
ダ
カ
商
館W

ikālat
Ibn

Sadaqa

を
は
じ
め
と
し
た
複
数
の
商
館
や
多
数
の
織
物
工
房
（qā‘at

al-

・

hiyāka

）
を
保
有
し
、
ま
た
同
家
の
メ
ン
バ
ー
に
は
ア
ザ
ブ
軍
に

形
式
的
に
加
入
す
る
者
も
あ
っ
た
（
１０１
）
。
同
家
と
ア
ザ
ブ
軍
の
密
接
な

関
係
を
明
示
す
る
の
が
、
一
〇
九
八
年
第
五
月
／
一
六
八
六
年
四

月
に
起
き
た
イ
ブ
ン
・
サ
ダ
カ
商
館
の
襲
撃
事
件
で
あ
る
。
こ
の

・

時
、
夜
盗
た
ち
は
同
商
館
の
門
番
（baw

w
āb

）
の
ア
リ
ーal-H

ājj

・

・

‘A
lı̄

を
殺
害
し
て
押
し
入
る
と
、
あ
る
倉
庫
（hāsil

）
に
あ
っ
た

金
品
を
強
奪
し
た
。
当
時
、
ア
ザ
ブ
軍
の
一
員
で
も
あ
っ
た
同
家

・

の
当
主
ム
ハ
ン
マ
ドK

haw
ājā

M
uham

m
ad

ibn
al-K

haw
ājā

Sulaym
ān

al-K
hūlānı̄

は
商
用
で
ダ
ミ
エ
ッ
タ
に
い
た
が
、
事

件
の
報
を
受
け
て
帰
還
し
、
法
廷
主
導
の
事
件
調
査
に
協
力
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
襲
わ
れ
た
倉
庫
の
金
品
の
持
主
が
マ
ハ
ッ
ラ
・

ク
ブ
ラ
ー
に
お
け
る
ア
ザ
ブ
軍
の
軍
司
令
官
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ュ

史

学

第
七
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二
五
〇
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・

ー
ル
バ
ジ
ーA

m
ı̄r
M
uham

m
ad

Jūrbajı̄

だ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
こ
の
軍
人
が
同
商
館
内
の
別
の
倉
庫
に
絹
も
保
有
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
（
１０２
）
。

ム
カ
ッ
ダ
ム
家
は
、
前
述
し
た
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
リ
ネ
ン
取
引

所
、
カ
イ
サ
ー
リ
ー
ヤ
・
ア
ル
�
バ
ッ
ズ
を
中
心
に
活
動
す
る
織

物
商
の
古
く
か
ら
続
く
名
家
で
あ
り
、
同
家
の
当
主
ム
ハ
ン
マ
ド

・

・

K
haw

ājā
M
uham

m
ad

b.
K
haw

ājā
M
uham

m
ad

b.
M
uqad-

dam

は
、
一
七
二
〇
年
代
に
指
導
的
な
役
職
で
あ
る
「
カ
イ
サ

ー
リ
ー
ヤ
・
ア
ル
�
バ
ッ
ズ
の
大
商
人
の
長
（shaykh

al-

tujjār

）」
を
務
め
る
有
力
商
人
で
あ
っ
た
（
１０３
）
。

ハ
マ
ー
ダ
・
マ
ン
ザ
リ
ー
家
は
前
述
の
絹
商
館
の
大
商
人
家
系

で
あ
り
、
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
の
ブ
ル
ハ
ー
ニ
ー
・
モ
ス
ク
地

・
・

区K
hutt

Jām
i‘al-B

urhānı̄

に
邸
宅
を
構
え
て
い
た
。
同
家
は

・

・

「
大
ア
フ
マ
ドShihāb
al-D

ı̄n
A
hm

ad
ibn

H
am

āda
al-

M
anzalı̄

」
と
そ
の
三
人
の
息
子
た
ち
、「
小
ア
フ
マ
ド
」、
ヒ
ジ

ャ
ー
ズ
ィ
ー
、
ム
ハ
ン
マ
ド
と
彼
ら
の
子
孫
た
ち
の
時
代
に
、
マ

ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
、
故
地
の
マ
ン
ザ
ラ
、
ダ
ミ
エ
ッ
タ
、
カ
イ

ロ
に
拠
点
を
保
持
し
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆

使
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
交
易
活
動
の
広
が
り
が
、
上
記
四
都

市
に
跨
る
同
家
の
大
規
模
ワ
ク
フ
の
形
成
要
因
で
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
（
１０４
）
。

シ
ャ
ー
ミ
ー
家
も
ハ
マ
ー
ダ
・
マ
ン
ザ
リ
ー
家
と
同
様
に
絹
商

館
の
大
商
人
家
系
で
あ
り
、
港
町
ダ
ミ
エ
ッ
タ
に
も
商
業
上
の
拠

点
を
保
持
し
て
い
た
。
一
八
世
紀
初
頭
の
同
家
の
当
主
で
あ
る
ハ

・

ワ
ー
ジ
ャ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
ドK

haw
ājā

M
uham

m
ad

b.M
u-

・

ham
m
ad

al-Shām
ı̄

と
そ
の
息
子
ア
フ
マ
ド
は
「
絹
商
館
の
大
商

・

人
た
ち
の
長
（shaykh

al-tujjār
bi-W

ikālat
al-H

arı̄r

）」（
別
名

・

「
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
の
大
商
人
た
ち
の
長（sha’kh

tā’ifat
al-tujjār

bi-M
adı̄nat

Sandifā

）」）
の
重
責
を
担
っ
た
（
１０５
）
。

お
わ
り
に

以
上
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法
廷
の
法
廷
台
帳
に
関
す
る

現
時
点
ま
で
の
調
査
・
分
析
に
基
づ
き
、
一
七
世
紀
末
〜
一
八
世

紀
前
半
に
お
け
る
こ
の
デ
ル
タ
都
市
の
構
造
と
社
会
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
混
乱
し
た
本
史
料
の
残
存
状
態
に
鑑
み
れ
ば
、
当
該

史
料
の
全
貌
の
把
握
や
構
成
の
確
認
、
そ
し
て
台
帳
番
号
三
四
五

一
番
以
降
に
つ
い
て
の
内
容
の
精
査
を
優
先
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

限
定
的
に
試
み
た
本
論
の
情
報
整
理
と
考
察
か
ら
、
こ
の
都
市
の

幾
つ
か
の
特
徴
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に

注
目
に
値
す
る
諸
点
を
再
確
認
す
る
な
ら
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。マ

ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
を
二
分
す
る
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
と
サ
ン
デ

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

二
三
（
二
五
一
）



ィ
フ
ァ
ー
区
域
に
は
性
格
的
に
相
違
が
み
と
め
ら
れ
、
前
者
が
行

政
・
軍
事
・
司
法
、
さ
ら
に
は
住
民
の
日
常
的
消
費
の
中
心
的
な

場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
リ
ネ
ン
や
絹
な
ど
の
織
物
業
の

生
産
の
場
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
長
短
の

距
離
の
交
易
拠
点
で
あ
っ
た
ウ
ィ
カ
ー
ラ
は
両
区
域
に
存
在
し
た

が
、
後
者
の
区
域
に
お
い
て
は
、
富
裕
な
商
人
名
家
に
よ
る
拠
点

化
、
さ
ら
に
は
サ
ー
ガ
（
金
銀
細
工
店
地
区
）
の
存
在
が
示
す

「
金
融
」
面
の
機
能
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
他
方
、
都
市
社
会
の

少
数
派
で
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
前
者
に
、
コ
プ
ト
教
会
・
シ
リ

ア
教
会
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
後
者
に
集
住
す
る
傾
向
を
示
し
て
い

た
。
ま
た
、
こ
の
都
市
の
全
体
を
囲
む
市
壁
の
存
在
は
確
認
さ
れ

ず
、
都
市
の
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
ダ
ミ
エ
ッ
タ
分

流
の
サ
マ
ン
ヌ
ー
ド
と
の
結
び
付
き
が
肝
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今

後
本
史
料
も
用
い
た
こ
の
河
港
都
市
の
研
究
が
新
た
な
エ
ジ
プ
ト

史
像
の
構
築
に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。

社
会
集
団
に
関
し
て
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
諸
都
市
に
共
通
し
た

特
徴
で
あ
る
各
種
の
同
業
組
合
と
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
存
在
と
活

動
が
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
で
も
鮮
明
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
内
陸

都
市
を
中
心
と
し
た
域
内
・
国
際
経
済
を
考
慮
す
れ
ば
、
と
り
わ

け
織
物
関
連
の
諸
組
合
の
活
動
や
内
部
構
造
、
組
合
間
の
関
係
を

め
ぐ
る
実
態
解
明
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

軍
人
・
学
者
・
商
人
の
地
方
都
市
エ
リ
ー
ト
（
ア
ー
ヤ
ー
ン
）
に

関
す
る
研
究
は
、
当
該
期
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
史
に
お
け
る
そ
の
主

題
の
重
要
度
の
高
さ
の
み
な
ら
ず
、
本
史
料
に
お
け
る
記
録
数
の

多
さ
か
ら
も
今
後
の
中
心
的
作
業
の
ひ
と
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
短
期
で
交
代
す
る
県
総
督
に
対
し
、
土
着
化
傾
向
を
示

す
地
方
の
有
力
軍
人
た
ち
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
の
関
心
を

集
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ジ
ュ
ー
ル
バ
ジ
ー
た
ち
（
ジ
ュ
ー
ル
バ

ジ
ー
ヤ
）
の
大
き
な
政
治
・
社
会
的
役
割
に
は
特
段
の
注
視
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
総
合
的
解
明
は
、
周
辺
農
村
を
含
め
た
地
域
史

研
究
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

ダ
ミ
エ
ッ
タ
や
カ
イ
ロ
の
法
廷
記
録
を
援
用
し
て
の
有
力
商
人
家

系
の
活
動
や
生
存
戦
略
に
関
す
る
研
究
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
お
り
、
そ
れ
は
都
市
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
を
広
域
交
流
圏
の

中
に
位
置
付
け
る
上
で
も
有
効
な
視
角
で
あ
ろ
う
。
課
題
は
山
積

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）
カ
イ
ロ
に
つ
い
て
はR

aym
ond,A

.,A
rtisans

et
com

-
m
erçants

au
C
aire

au
X
V
III e

siècle,
2
vols

.,
D
am

ascus
,

1973
�1974

を
は
じ
め
と
し
て
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
に
関
し
て
は
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
大
学
の
テ
ュ
シ
ュ
レ
ルM

ichel

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

二
四
（
二
五
二
）



T
uchscherer

教
授
を
中
心
に
総
合
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し

て
い
る
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
はhttp

:��ottom
an.cealex.org�

・

・

・

を
参
照
。
ま
た
、
マ
ン
ス
ー
ラ
と
ロ
ゼ
ッ
タ
に
関
す
るSālāh

A
h-

・

・

m
ad

H
arı̄dı̄,F

usūl
m
in

ta’rı̄kh
al-m

udun
al-M

isriyya
khilāla

・

al-‘asr
al-‘U

thm
ānı̄,

G
iza,2004

は
、
法
廷
台
帳
史
料
を
活
用
し

た
オ
ス
マ
ン
朝
期
デ
ル
タ
都
市
の
社
会
史
的
研
究
の
嚆
矢
で
あ
る
。

（
２
）
ベ
ア
ー
の
作
成
し
た
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
八
二
一
〜
二
六

年
の
段
階
で
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
と
ア
ス
ユ
ー
ト
の
両
都
市
が
地

中
海
諸
港
を
お
さ
え
、
カ
イ
ロ
に
次
ぐ
人
口
規
模
の
都
市
で
あ
っ
た
。

B
aer,G

.,Studies
in

the
Social

H
istory

ofM
odern

E
gypt,

C
hi-

cago
&

London,1969,pp.134
�135

を
参
照
。
オ
ス
マ
ン
朝
期
の

ア
ス
ユ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、M

ichel,N
.,“Les

artisans
dans

la
ville

:A
teliers

de
tissage

et
tisserands

d’A
syut

à
la

fin
du

X
V
III e

siècle,
d’après

les
registres

du
tribunal

du
qadi”,

in
N
.H

anna
&

R
.
A
bbas

（ed.

）,Society
and

E
conom

y
in

E
gypt

and
the

E
astern

M
editerranean

,
1600

�1900
:
E
ssays

in
H
onor

ofA
ndré

R
aym

ond,
C
airo

&
N
ew

Y
ork,

2005,
pp.51

�

97

を
参
照
。
ま
た
、
現
代
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
社
会
と

織
物
工
業
に
つ
い
て
は
、Pagès-E

lK
aroui,D

.,V
illes

du
delta

du
N
il:T

antā,
M
ahalla,

M
ansūra,

cités
de

la
densité,

C
airo

&
Paris,2008,pp.283

�304

を
参
照
。

・

・

（
３
）

Sijillāt
M
ahkam

at
al-M

ahalla
al-K

ubrā,
D
ār

al-W
athā’iq

al-Q
aw

m
iyya,C

airo

﹇
以
下
、SM

K

と
略
記
﹈、N

o.3444.

な
お
、

オ
ス
マ
ン
朝
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
史
料
の
性
格
と
特
徴
に
つ
い
て
は
、

三
浦
徹
「
十
九
世
紀
ダ
マ
ス
ク
ス
の
イ
ス
ラ
ム
法
廷
文
書
（
一
）│
│

サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
法
廷
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
」『
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
紀
要
』
一
三
五
（
一
九
九
八
年
）、
一
四
七
〜
二
二
七
頁
、

同
「
十
九
世
紀
ダ
マ
ス
ク
ス
の
イ
ス
ラ
ム
法
廷
文
書
（
二
）│
│
サ

ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
に
お
け
る
社
会
経
済
関
係
」『
東
京
大
学
東
洋
文

化
研
究
所
紀
要
』
一
三
七
（
一
九
九
九
年
）、
二
九
五
―
三
四
九
頁
、

及
び
大
河
原
知
樹
「
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
と
法
廷
史
料
」
林
佳
世
子
・

桝
屋
友
子
編
『
記
録
と
表
象
―
史
料
が
語
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
』
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
三
〜
一
七
〇
頁
を
参
照
。

（
４
）
中
世
の
史
料
に
お
い
て
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
と
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
は

隣
接
す
る
二
つ
の
都
市
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。al-Idrı̄sı̄,

N
uzhat

al-m
ushtāq

fı̄
ikhtirāq

al-āfāq,
N
apoli

&
R
om

e,
9

・

vols.,
1970

�84,
vol.3,

pp.336,
339

�340
;Y

āqūt
al-H

am
aw

ı̄,
M
u‘jam

al-buldān,
5vols.,

B
eirut,

1986,
vol.3,

p.268
;vol.5,

pp.63

�64

、
及
び
拙
稿
「
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
蜂
起
の
諸
相
」

『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
六
―
二
（
二
〇
〇
四
年
）、
一
六
三
〜
一
六
四
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
法
廷
台
帳
に
は
、「
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
外
側

・
（zāhir

）
に
あ
る
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
」
と
の
表
現
も
み
ら
れ
る
。

SM
K

N
o.3442,

C
ase

N
o.265,

14
Jum

ādā
II1178/10

D
ecem

-
ber

1764

を
参
照
。
筆
者
は
、
二
〇
〇
七
〜
八
年
の
エ
ジ
プ
ト
滞

在
時
に
マ
ン
ス
ー
ラ
近
郊
農
村
出
身
の
エ
ジ
プ
ト
人
の
オ
ス
マ
ン
朝

期
研
究
者
か
ら
、
嘗
て
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
と
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
を

隔
て
る
運
河
が
確
か
に
存
在
し
た
と
の
興
味
深
い
情
報
を
得
た
が
、

そ
の
典
拠
は
不
明
で
あ
り
、
現
地
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
に
お
い
て

も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
法
廷
台
帳
に
は
、「
堤
の
橋
の
上
に
あ
っ

・

た
堤
の
ス
ー
クSūq

al-Sadd
‘alā

Q
anātir

al-Sadd

」
と
い
う
表
現

も
み
ら
れ
、
両
地
区
を
分
か
つ
運
河
に
架
か
る
橋
が
複
数
あ
り
、
そ

れ
ら
の
上
に
市
場
空
間
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
、
法

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

二
五
（
二
五
三
）



・

廷
台
帳
で
言
及
さ
れ
る
「
マ
ハ
ッ
ラ
運
河K

halı̄jal-M
ahalla

」
が

両
地
区
の
間
の
運
河
に
該
当
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に

関
し
て
は
未
だ
進
捗
の
な
い
古
地
図
の
調
査
と
と
も
に
今
後
の
重
要

課
題
と
し
た
い
。
マ
ハ
ッ
ラ
運
河
に
つ
い
て
は
、SM

K
N
o.3447,

C
ase

N
o.382,

p.266,
11

Sha‘bān
1150/4

D
ecem

ber
1737

を

参
照
。

（
５
）
時
期
に
よ
る
呼
称
の
変
化
な
ど
更
に
精
細
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
が
、
本
表
は
判
読
困
難
な
も
の
等
を
除
い
て
一
七
世
紀
末
〜
一
八

世
紀
中
葉
の
地
区
名
を
暫
定
的
に
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

備
考
に
明
示
し
た
も
の
以
外
に
つ
い
て
も
、
地
区
名
が
他
の
地
区
の

別
名
で
あ
っ
た
可
能
性
が
残
っ
て
い
る
。

（
６
）
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法
廷
の
所
在
地
は
ジ
ャ
イ
ヤ
ー
ラ
地

・
・

区K
hutt

al-Jayyāra

の
ブ
ル
ハ
ー
ニ
ー
ヤ
・
モ
ス
ク
の
近
く
で
あ

っ
た
（SM

K
N
o.3444,C

ase
N
o.189,pp.136

�138,29
Shaw

w
āl

1133/23
A
ugust

1721.

）。
大
法
廷
で
は
、
毎
朝
「
ム
ハ
ン
マ
ド

と
サ
ハ
ー
バ
と
タ
ー
ビ
ウ
ー
ン
の
魂
の
た
め
」
ク
ル
ア
ー
ン
の
読
誦

・

が
行
わ
れ
、
読
誦
者
の
手
当
と
し
て
、
法
廷
内
に
あ
る
基
金
（sun-

dūq

）
か
ら
毎
月
三
〇
ニ
ス
フ
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

（SM
K

N
o.3450,

C
ase

N
o.312,

p.187,
1
R
abı̄‘II1119/2

July
1707

;C
ase

N
o
.360,

p
.214,

1
R
ajab

1119
/
28

Septem
ber

1707.

）。
ま
た
、
副
カ
ー
デ
ィ
ー
の
下
に
は
、
カ
ー
デ
ィ
ー
補
佐

・

（khalı̄fat
al-hukm

）
と
い
う
役
職
が
あ
っ
た
。
カ
ー
デ
ィ
ー
補
佐

担
当
者
の
副
カ
ー
デ
ィ
ー
職
へ
の
昇
進
と
カ
ー
デ
ィ
ー
補
佐
の
補
充

人
事
の
例
と
し
て
、SM

K
N
o.3450,C

ase
N
o.440,p.256,4

Sha‘-
bān

1119/1
N
ovem

ber
1707

;C
ase

N
o.441,

p.257,
1
Sha‘-

bān
1119/28

O
ctober

1119

を
参
照
。

・

（
７
）

SM
K

N
o
.3443,

C
ase

N
o
.142,

p
.138,

24
D
hū

al-H
ijja

1097/11
N
ovem

ber
1686

;N
o.3450,

C
ase

N
o.106,

p.68,
1

Sha‘bān
1133/28

M
ay

1721.

な
お
、
都
市
の
主
要
な
法
廷
を

「
大
法
廷
」
と
し
、
そ
れ
以
外
を
「
小
法
廷
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
８
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.243,

p.225,
7
R
abı̄‘II1098/20

February
1687.

他
方
、
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
に
は
サ
ッ
ド
小
法

・

廷M
ahkam

at
al-Sadd

の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。SM

K
N
o.3443,

C
ase

N
o.449,

p.383,
24

R
ajab

1098/5
June

1687
;N

o.3450,

・

C
ase

N
o
.503,

p
.285,

13
R
am

adān
1119

/
12

D
ecem

ber
1707

）
を
参
照
。

（
９
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.241,

pp.223

�224,
29

D
hū

al-

・

H
ijja

1097/16
N
ovem

ber1686
;C
ase

N
o.254,

p.234,21
R
ab

ı̄‘
II1098/6

M
arch

1687.

後
者
の
記
録
に
は
、
貧
民
と
囚
人
を
対
象

と
し
た
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
食
事
支
給
に
関
す
る
情
報
も
み
ら
れ
る
。

（
１０
）
同
モ
ス
ク
は
「
ム
フ
イ
ー
・
ザ
ー
デ
・
モ
ス
ク
」
の
名
で
現
存

し
、
モ
ス
ク
前
広
場
に
は
金
曜
市
が
立
っ
て
い
る
。
な
お
、「
金
曜

市
」
は
一
八
世
紀
前
半
に
こ
の
辺
り
に
存
在
し
た
木
材
ス
ー
ク
の
別

名
で
あ
っ
た
。SM

K
N
o.3450,C

ase
N
o.8,p.6,26

Jum
ādā

I
1133/

26
M
arch

1721

を
参
照
。
ス
ィ
ヤ
ー
ウ
ィ
ー
シ
ュ
・
ア
ー

ガ
ー
の
関
連
記
録
は
、SM

K
N
o.3443,C

ase
N
o.186,p.170,12

・

Safar
1098

/
28

D
ecem

ber
1686

;N
o
.3447,

C
ase

N
o
.214,

・

pp
.151

�152,
18

M
uharram

1133
/
19

N
ovem

ber
1720

;
N
o.3448,

C
ase

N
o.171,

p.111,
1
Jum

ādā
I1136/

27
January

1724
な
ど
多
数
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
諸
記
録
の
記
述
内
容
は
、

こ
の
有
力
軍
人
の
研
究
に
は
、
カ
イ
ロ
の
サ
ア
ー
ダ
・
ハ
ル
ク
両
門

小
法
廷
や
キ
ス
マ
・
ア
ス
カ
リ
ー
ヤ
の
遺
産
記
録
を
併
せ
て
参
照
す

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

二
六
（
二
五
四
）



る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

・

（
１１
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.16,

pp.13

�14,
25

M
uharram

1133/26
N
ovem

ber
1720.

（
１２
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.418,

p.287,
R
abı̄‘I1119/June-

July
1707.

（
１３
）

SM
K

N
o.3447,C

ase
N
o.459,pp.310

�311,
1
D
hū

al-Q
a‘-

da
1133/24

A
ugust

1721.

（
１４
）

SM
K

N
o.3443,C

ase
N
o.308,

p.287,
29

R
abı̄‘II1098/14

M
arch

1687.

な
お
、SM

K
N
o.3450,

C
ase

N
o.8,

p.6,
26

Ju-
m
ādā

I1133/25
M
arch

1721

に
よ
れ
ば
、
木
材
ス
ー
ク
は
ト
ゥ

ラ
イ
ニ
ー
大
モ
ス
ク
の
近
く
に
あ
り
、
金
曜
市
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。

（
１５
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.344,

p.239

�240,
the

m
iddle

of
R
ajab

1150/N
ovem

ber
1737.

（
１６
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.146,

p.92,
7
Jum

ādā
I1134/23

February
1722.

亜
麻
種
子
市
場
の
近
く
に
は
青
果
市
場
も
あ
っ
た
。

（
１７
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.466,

p.315,
1
Jum

ādā
II1119/

30
A
ugust

1707.

（
１８
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.227,p.137,

24
Jum

ādā
II1119/

23
Septem

ber
1707.

（
１９
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.356,

p.243,
15

R
ajab

1136/9
A
pril1724.

・

（
２０
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.50,p.29,29

D
hū

al-H
ijja

1118/
3
A
pril1707.

・

（
２１
）

SM
K

N
o
.3450,

C
ase

N
o
.53,

pp
.31

�33,
7

R
am

adān
1133/2

July
1721.

（
２２
）

SM
K

N
o
.3447,

C
ase

N
o
.164,

pp
.103

�104,
6

R
ajab

1132/14
M
ay

1720.

綿
ス
ー
ク
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
ヤ
学
院
モ
ス

クJām
i‘M

adrasa
al-Shāfi‘iyya

の
近
く
に
あ
っ
た
。

（
２３
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.354,

p.320,
30

Jum
ādā

I1098/
13

A
pril1687.

・

（
２４
）

SM
K

N
o
.3447,

C
ase

N
o
.60,

pp
.42

�43,
Safar

1134
/

N
ovem

ber-D
ecem

ber
1721.

（
２５
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.363,

pp.252

�253,
29

Sha‘bān
1150/22

D
ecem

ber
1737.

・

（
２６
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.44,

p.27,
5
M
uharram

1136/5
O
ctober

1723.

・

（
２７
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.42,p.25,19

D
hū

al-H
ijja

1118/
24

M
arch

1707.

紙
ス
ー
ク
は
マ
ハ
ッ
ラ
大
法
廷
の
近
く
に
あ
っ

た
。

（
２８
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.245,p.152,

29
Jum

ādā
II1119/

27
Septem

ber
1707.

・

（
２９
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.193,

p.175,
10

Safar
1098/26

D
ecem

ber
1686.

・

（
３０
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.174,pp.108

�110,1
Safar

1118/
5
M
ay

1706.

（
３１
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.166,

p.105,
13

R
ajab

1132/21
M
ay

1720.
（
３２
）

SM
K

N
o.3448,C

ase
N
o.11,

p.7,
12

R
ab

ı̄‘I1136/10
D
e-

cem
ber

1723.

本
史
料
に
お
い
て
は
、
胡
麻
油
はsı̄raj

で
あ
り
、

zayt
は
通
例
で
は
亜
麻
仁
油
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。

（
３３
）

SM
K

N
o
.3450,

C
ase

N
o
.374,

p
.222,

5
D
hū

al-Q
a‘da

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

二
七
（
二
五
五
）



1118/8
February

1707.

こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
石
工
商
館
は
メ

ッ
カ
・
メ
デ
ィ
ナ
の
両
聖
地
の
ラ
ジ
ャ
ブ
月
に
使
う
蝋
燭
の
た
め
の

ワ
ク
フ
物
件
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

（
３４
）
オ
ス
マ
ン
朝
期
エ
ジ
プ
ト
の
ウ
ィ
カ
ー
ラ
と
そ
の
商
人
た
ち
に

つ
い
て
の
最
も
詳
細
な
研
究
は
、
未
だ
に
カ
イ
ロ
の
ウ
ィ
カ
ー
ラ
・

ア
ル
�
ジ
ャ
ッ
ラ
ー
バ
に
関
す
るW

alz,
T
.,
T
rade

betw
een

E
gypt

and
B
ilād

as-Sudān,
1700

�1820,
C
airo,1978

で
あ
る
。
な
お
、

ウ
ィ
カ
ー
ラ
の
集
合
住
宅
と
し
て
の
側
面
を
よ
く
示
す
事
例
に
マ
ハ

ッ
ラ
区
域
の
ジ
ャ
マ
ー
リ
ー
商
館W

ikālat
‘A
bd

al-B
āqı̄

al-
Jam

ālı̄

に
関
す
るSM

K
N
o.3450,C

ase
N
o.468,pp.270

�271,6

・

R
am

adān
1119/1

D
ecem

ber
1707

が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

同
商
館
に
は
、
十
五
世
紀
か
ら
続
く
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
名
家
で
あ

る
ガ
ム
リ
ー
家
の
人
々
が
集
住
し
て
い
た
。

・

（
３５
）

SM
K

N
o
.3450,

C
ase

N
o
.53,

pp
.31

�33,
7

R
am

adān

・

1133/2
July

1721
;C

ase
N
o.141,

p.92,
7
R
am

adān
1133/2

July
1721.

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
�
デ
ィ
ー
ン
・
ヤ
フ
ヤ
ー
（
・
イ
ブ

ン
・
ア
シ
ュ
カ
ル
）
に
つ
い
て
は
、H

asebe,F.,“Popular
M
ove-

m
ents

and
Jaqm

aq,the
Less

Paternalistic
Sultan

:Som
e
A
s-

pects
of

C
onflict

in
the

E
gyptian

C
ities,1449

�1452”,
A
nnals

of
Japan

A
ssociation

for
M
iddle

E
ast

Studies,
20

�2

（2005
）,

pp.34

�35

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３６
）

SM
K

N
o
.3447,

C
ase

N
o
.387,

pp
.269

�270,
30

R
ajab

1150/23
N
ovem

ber
1737.

（
３７
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.4,

p.3,
13

R
abı̄‘I1136/11

D
e-

・

cem
ber

1723
;
N
o
.3449,

C
ase

N
o
.15,

p
.9,

4
M
uharram

1136/4
O
ctober

1723.

「
ス
ル
タ
ー
ン
の
館
」
は
旧
市
街
北
部
に

現
存
す
る
カ
ー
ン
ス
ー
フ
・
ア
ル
�
ガ
ウ
リ
ー
の
ウ
ィ
カ
ー
ラ
を
指

す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３８
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.257,

pp.173

�174,
7
Jum

ādā
II

1136/3
M
arch

1724.

（
３９
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.287,

p.175,
18

R
abı̄‘II1119/19

July
1707

;C
ase

N
o.347,

p.203,
7
R
abı̄‘II1119/8

July
1707.

し
か
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
住
宅
の
北
に
隣
接
す
る
住
宅
を
シ
リ
ア
教

会
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
香
料
薬
種
商
が
所
有
し
て
い
た
事
例
（SM

K
N
o.3450,C

ase
N
o.613,p.344,the

m
iddle

of
R
ajab

1119/O
c-

tober
1707

）
な
ど
も
あ
り
、
こ
の
地
区
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
占
有
状

態
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
４０
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.232,

p.215,
20

R
abı̄‘I1098/3

・

February
1687

;N
o.3447,

C
ase

N
o.215,

p.153,
18

M
uhar-

ram
1133/19

N
ovem

ber
1720

。
な
お
、
数
は
少
な
い
が
マ
ハ
ッ

ラ
に
も
ジ
フ
ァ
ー
ル
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
、SM

K
N
o.3443,

C
ase

N
o.312,

p.291,
1
Shaw

w
āl

1097/21
A
ugust

1686

を
参
照
。
良
質
な
リ
ネ
ン
の
生
産
都
市
と
し
て
の
オ
ス
マ
ン

・

朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、H

usām
‘A
bd

・

・

・

al-M
u‘tı̄,

“Sinā‘at
al-aqm

isha
w
a-tijārat-hā

fı̄
M
isr

khilāla
al-

・

・

・

‘asr
al-U

thm
ānı̄”,

al-R
ūznām

a
:al-H

aw
liyyat

al-M
isriyya

lil-
W
athā’iq,

vol.4

（2004

）.p.321

を
参
照
。

（
４１
）
染
色
工
房
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、SM

K
N
o.3443,C

ase

・

N
o.8,p.4,24

R
am

adān
1097/14

A
ugust

1686

を
参
照
。

・

（
４２
）

SM
K

N
o
.3447,

C
ase

N
o
.260,

p
.178,

Safar
1136

/
O
ctober-N

ovem
ber

1723.

同
ス
ー
ク
に
は
二
〇
〇
八
年
二
月
の

時
点
で
も
一
二
〇
を
超
え
る
店
舗
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
こ
の
う
ち

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

二
八
（
二
五
六
）



の
あ
る
店
主
（
ム
ス
リ
ム
）
へ
の
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、

店
主
た
ち
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
と
コ
プ
ト
の
比
は
約
七
対
三
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

（
４３
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.47,

p.29,
26

R
abı̄‘I1136/

24
D
ecem

ber
1723.

（
４４
）

SM
K

N
o.3450,

C
ase

N
o.605,

p.340,
1
R
abı̄‘II1119/2

July
1707.

・

（
４５
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.466,

pp.395

�396,
24

R
am

adān
1098/3

A
ugust

1687.

（
４６
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.410,

p.283,
4
Jum

ādā
II1201/

24
M
arch

1787.

・

（
４７
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.195,

p.176,
18

Safar
1098/

3
January

1687
;N

o.3447,
C
ase

N
o.503,

pp.336

�337,
5
R
ajab

1151/19
O
ctober

1738
;N

o.3450,
C
ase

N
o.41,

pp.24

�25,
13

・

D
hū

al-H
ijja

1118/18
M
arch

1707.

現
在
も
「
キ
リ
ス
ト
教
徒

小
市
場
」
広
場
の
界
隈
に
は
マ
ー
ル
・
ギ
ル
ギ
ス
教
会
が
あ
り
、
コ

プ
ト
教
会
信
徒
が
数
多
く
居
住
し
て
い
る
。
な
お
、
法
廷
台
帳
で
は
、

マ
ハ
ッ
ラ
区
域
に
も
コ
プ
ト
教
会
信
徒
の
居
住
は
確
認
さ
れ
る
。

SM
K

N
o.3447,C

ase
N
o.397,pp.275

�276,
23

Sha‘ban
1150/

16
D
ecem

ber
1737

を
参
照
。

（
４８
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.266,

pp.182

�183,
17

R
abı̄‘II

1133/15
February

1721
;C

ase
N
o.364,

pp.253

�254,
9
Shaw

-
w
āl1149/10

February
1737.

（
４９
）

SM
K

N
o.3450,

C
ase

N
o.418,

18
R
ajab

1119/15
O
cto-

ber
1707.

複
数
の
製
粉
所
に
加
え
パ
ン
焼
き
窯
も
所
有
し
て
い
た

製
粉
業
者
の
事
例
にSM

K
N
o.3450,C

ase
N
o.557,pp.316

�317,
・

14
R
am

adān
1119/9

D
ecem

ber
1707

が
あ
る
。

（
５０
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.319,

p.221,
27

R
ajab

1150/20
N
ovem

ber
1737.

M
ichel,

“Les
artisans

dans
la

ville”,
p.56

に
よ
れ
ば
、「
ペ
ル
シ
ア
臼
の
製
粉
所
」
は
、
上
エ
ジ
プ
ト
で
も
使

わ
れ
て
い
た
。

・

（
５１
）

SM
K

N
o.3447,C

ase
N
o.113,p.72,1

Safar
1130/4

Janu-
ary

1718.

本
記
録
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
有
力
ム
ル
タ
ズ

・

ィ
ム
家
系
ス
ブ
フ
ッ
ラ
ー
フSubh

A
llāh

家
の
ワ
ク
フ
物
件
で
あ

・

っ
た
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
テ
ィ
ル
タ
ー
ナ
浴
場H

am
m
ām

T
irtāna

の
工
事
に
、
カ
イ
ロ
の
業
者
が
関
与
し
た
事
実
を
詳
し
く
伝
え
る
。

（
５２
）

SM
K

N
o
.3447,

C
ase

N
o
.210,

pp
.147

�148,
24

R
ajab

1132/1
June

1720

な
ど
。

・

（
５３
）

SM
K

N
o
.3447,

C
ase

N
o
.271,

p
.186,

25
M
uharram

1133/26
N
ovem

ber
1720.

・

・

・

（
５４
）

‘A
lı̄

M
ubārak

,
al-K

hitat
al-taw

fı̄qiyya
al-jadı̄da

li-M
isr

al-Q
āhira

w
a-m

udun-hā
w
a-bilād-hā

al-qadı̄m
a
w
al-shahı̄ra,

20vols.,C
airo,1887

�1888,vol.15,pp.18

�20

及
び
拙
稿
「
マ
ハ

ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
蜂
起
の
諸
相
」
一
六
三
〜
一
六
四
頁
を
参
照
。
マ

ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
宗
教
諸
施
設
の
位
置
と
特
徴
に
つ
い
て
は
稿

を
改
め
て
詳
論
し
た
い
。

（
５５
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.135,

p.90,
7
Jum

ādā
I1136/2

February
1724.

（
５６
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.318,

p.220,
5
R
ajab

1136/30
M
arch

1724.

（
５７
）
例
え
ば
、SM

K
N
o.3448,

C
ase

N
o.279,

pp.190

�191,
17

Jum
ādā

II1136/14
M
arch

1724

を
参
照
。
郊
外
の
ブ
フ
ル
ム
ス

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

二
九
（
二
五
七
）



・

区N
āhiyat

B
uhurm

us

の
橋
で
営
業
す
る
漁
民
と
マ
ハ
ッ
ラ
住
民

の
間
に
生
じ
た
魚
売
買
を
め
ぐ
る
暴
力
事
件
に
関
す
るSM

K

・

N
o.3447,C

ase
N
o.37,p.27,

17
D
hū

al-H
ijja

1133/9
O
ctober

1721
は
、
郊
外
に
お
け
る
住
民
生
活
の
一
面
を
鮮
や
か
に
伝
え
る
。

（
５８
）

SM
K

N
o
.3443,

C
ase

N
o
.58,

pp
.63

�64,
27

Shaw
w
āl

1097/16
Septem

ber
1686.

（
５９
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.375,

p.254,
the

latter
part

of

・

R
ajab

1136/
A
pril

1724.
M
uham

m
ad

R
am

zı̄,
al-Q

ām
ūs

al-

・
jughrāfı̄

lil-bilād
al-M

isrı̄,
6vols.,

C
airo,

1953

�1968,
vol.1,

pp.472

�473

に
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
郊
外
の
「
ブ
フ
ル
ム

ス
の
二
つ
の
湖H

aw
rayn

B
uhurm

us

」
と
い
う
地
名
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
カ
ブ
シ
ャ
を
合
わ
せ
た
呼
称
か
も
し
れ
な
い
。

（
６０
）

SM
K

N
o.3450,

C
ase

N
o
.236,

pp
.147

�148,
13

R
ab

ı̄‘I
1119/14

June
1707

。オ
ス
マ
ン
朝
下
の
ア
ラ
ブ
諸
都
市
に
お
け
る

皮
鞣
工
房
の
都
市
外
縁
部
へ
の
移
動
に
つ
い
て
は
、R

aym
ond,A

.,
“Le

déplacem
ent

des
tanneries

à
A
lep,

au
C
aire

et
à
T
unis,

à
l’époque

ottom
an

:un

（（indicateur

））de
croissance

urbaine”,
R
evue

de
M
onde

M
usulm

an
et

de
la

M
editerranée,

55/
56

（1990

）,pp.34

�43

を
、
皮
鞣
業
に
よ
る
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

イ
ェ
ル
サ
レ
ム
に
関
す
るC

ohen,A
.,
T
he

G
uilds

ofO
ttom

an
Jerusalem

,
Leiden,2001,pp.87

�89

を
参
照
。
ま
た
、
一
七
三
三

年
に
は
、
五
〇
年
前
の
取
り
締
ま
り
で
消
滅
し
て
い
た
娼
婦（faw

ā-

・

hish

）が
郊
外
に
再
出
現
し
、
法
廷
に
お
い
て
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

SM
K

N
o.3446,

C
ase

N
o.377,

p.280,
19

R
ajab

1145/5
Janu-

ary
1733

を
参
照
。

（
６１
）
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
と
サ
マ
ン
ヌ
ー
ド
の
間
の
ロ
バ
を
使
っ

た
運
輸
、
そ
し
て
、
サ
マ
ン
ヌ
ー
ド
・
カ
イ
ロ
間
の
水
運
に
つ
い
て

は
、SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.376,

p.255,
26

R
ajab

1136/20
A
pril1724

に
詳
し
い
。

・

（
６２
）
例
え
ばSM

K
N
o
.3449,

N
o
.24,

p
.14,

23
M
uharram

1136/23
O
ctober

1723

に
よ
れ
ば
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ジ

ャ
ラ
ー
キ
サ
軍
の
ジ
ュ
ー
ル
バ
ジ
ー
が
三
つ
の
帆
を
持
つ
「
サ
マ
ン

ヌ
ー
ド
の
河
船
」
を
六
〇
〇
〇
ニ
ス
フ
で
購
入
し
た
。
な
お
、
本
法

廷
台
帳
に
お
い
て
サ
マ
ン
ヌ
ー
ド
は
通
常Sam

ānnūd

と
表
記
さ

れ
て
い
る
。

（
６３
）

SM
K

N
o.3450,

C
ase

N
o.343,

p.201,
15

Jum
ādā

I1119/
14

A
ugust

1707.

（
６４
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.204,

p.122,
1
Sha‘bān

1119/28
O
ctober

1707.

（
６５
）

SM
K

N
o.3450,

C
ase

N
o.258,

pp.160

�161,
27

R
abı̄‘

II
1119/28

July
1707.

・

（
６６
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.231,

pp.157

�158,
1
M
uharram

1136/1
O
ctober

1723.

（
６７
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.434,

p.374,
27

R
ajab

1098/8
June

1687
;N

o.3450,
C
ase

N
o.475,

p.273,
1
R
ajab

1119/28
Septem

ber
1707

;C
ase

N
o
.615,

p
.345,

18
R
ajab

1119/
15

O
ctober

1707

。ガ
ム
リ
ー
ヤ
の
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
�
ガ
ム
リ

ー
に
つ
い
て
は
、G

arcin,J.-C
.,“H

istoire
et

hagiographie
de

l’É
gypte

m
usulm

ane
à
la

fin
de

l’époque
m
am

elouke
et

au
début

de
l’époque

ottom
an

”,
H
om

m
ages

à
la

m
ém

oir
de

Serge
Saunneron

,II
:É

gypte
post-pharaonique,

C
airo,

1979,
pp.290

�293
;H

asebe,
“Popular

M
ovem

ents
and

Jaqm
aq

”,

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

三
〇
（
二
五
八
）



pp.39

�40

を
参
照
。

（
６８
）
オ
ス
マ
ン
朝
期
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
概
要
に
つ
い

て
は
、W

inter,E
gyptian

Society
under

O
ttom

an
R
ule,

pp.133

�
・

156
を
参
照
。SM

K
N
o.3444,C

ase
N
o.197,p.182,6

M
uhar-

ram
1134/27

O
ctober

1721

に
は
「
マ
ハ
ッ
ラ
の
ア
フ
マ
デ
ィ
ー

ヤ
の
サ
イ
イ
ド
た
ち
の
ハ
リ
ー
フ
ァ（khalı̄fat

sāda
al-

・

・

A
hm

adiyya
bil-M

ahalla

）」
に
関
す
る
言
及
が
み
ら
れ
る
。

・

（
６９
）
例
え
ば
、
軍
人
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
チ
ェ
レ
ビ
ーA

m
ı̄r

M
uham

-
・

m
ad

Jalabı̄
b.A

m
ı̄r

H
asan

は
バ
ダ
ウ
ィ
ー
の
マ
ウ
リ
ド
に
参
加

中
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法
廷
地
区
に
あ
っ
た
留
守
宅
を
盗
賊

に
襲
わ
れ
た
（SM

K
N
o.3445,C

ase
N
o.4,pp.3

�4,23
Jum

ādā
I

1120/10
A
ugust

1708.

）。
バ
ダ
ウ
ィ
ー
信
仰
に
つ
い
て
は
、
総

合
的
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
るM

ayeur-Jaouen,C
.,A

l-Sayyid
al-

B
adaw

ı̄
:U

n
grand

saint
de

l’islam
égyptian,

C
airo,

1994

を

参
照
。

（
７０
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.8,

pp.7

�8,
8
Jum

ādā
II1097/2

M
ay

1686

な
ど
。
シ
リ
ア
教
会
信
徒
の
建
設
業
の
親
方（m

u‘al-
lim

）に
関
す
るSM

K
N
o.3443,C

ase
N
o.143,pp.139

�141,23

・

D
hū

al-H
ijja

1097/10
N
ovem

ber
1686

も
興
味
深
い
記
録
で
あ

る
。
シ
リ
ア
教
会
信
徒
に
つ
い
て
も
コ
プ
ト
教
会
信
徒
と
同
様
に
サ

ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
に
集
住
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

（
７１
）

SM
K

N
o.3450,

C
ase

N
o.200,

p.121,
22

R
ajab

1119/19
O
ctober

1707.

・

（
７２
）

SM
K

N
o.3443,C

ase
N
o.164,p.154,8

M
uharram

1098/
24

N
ovem

ber
1686.

ま
た
、
地
方
財
務
組
織
に
お
い
て
サ
ッ
ラ
ー

フ
を
務
め
た
例
にSM

K
N
o.3447,C

ase
N
o.193,pp.124

�126,5

Jum
ādā

II1099/7
A
pril1688

が
あ
る
。
十
八
世
紀
に
お
け
る
シ

リ
ア
教
会
や
シ
リ
ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
徒
の
エ
ジ
プ
ト
移
住
に
つ

い
て
は
、M

asters,B
.,C

hristians
and

Jew
s
in

the
O
ttom

an
A
rab

W
orld

:T
he

R
oots

of
Sectarianism

,
C
am

bridge,
2001,

pp.117

�118

を
参
照
。
な
お
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
つ
い
て
は
、
彼
ら

・

の
中
に
県
総
督
配
下
の
両
替
人
（sarrāf

bi-bāb
al-kashf

bil-
G
harbiyya

）と
し
て
活
動
す
る
者
が
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。SM

K
N
o.3447,C

ase
N
o.189,p.121,

15
R
abı̄‘II1133/13

February
1721

を
参
照
。

（
７３
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.199,

pp.131

�133,
12

Jum
ādā

I
1136/7

February
1724.

（
７４
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.451,

p.306,
28

Sha‘bān
1133/

24
June

1721.

（
７５
）

SM
K

N
o.3450,

C
ase

N
o.445,

p.259,
17

Sha‘bān
1119/

13
N
ovem

ber
1707.

（
７６
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.49,

pp.35

�36,
1
R
abı̄‘

I1133/
31

D
ecem

ber
1720.

（
７７
）

SM
K

N
o.3447,C

ase
N
o.224,p.157,15

R
abı̄‘II1133/13

February
1721.

（
７８
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.245,p.152,

29
Jum

ādā
II1119/

27
Septem

ber
1707.

（
７９
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.372,

p.333,
1
Jum

ādā
II1098/

14
A
pril1687.

・

（
８０
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.79,

pp.54

�55,
25

D
hū

al-H
ijja

1133/17
O
ctober

1721.

（
８１
）

SM
K

N
o
.3443,

C
ase

N
o
.72,

p
.78,

17
D
hū

al-Q
a‘da

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

三
一
（
二
五
九
）



1097/5
O
ctober

1686.

（
８２
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.243,

p.243,
1
Jum

ādā
II1136/

26
February

1724

。こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
皮
革
業
組
合
は
、
マ
ハ

ッ
ラ
の
「
大
ス
ー
ク
」
と
「
小
ス
ー
ク
」
を
拠
点
と
し
て
い
た
。

（
８３
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o
.132,

p
.83,

8
R
ajab

1134/
24

A
pril1722.

（
８４
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.150,

p.94,
27

Jum
ādā

I1136/
22

February
1724.

こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
計
測
人
の
場
合
は
組

合
員
の
場
合
に
も
法
廷
で
の
任
命
手
続
き
を
要
し
た
。

（
８５
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.100,

p.64,
17

Sha‘bān
1133/13

June
1721.

（
８６
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.126,

p.80,
13

Jum
ādā

I1134/
29

February
1722.

（
８７
）

SM
K

N
o.3448,

C
ase

N
o.272,

p.185,
1
Jum

ādā
II1136/

26
February

1724.

（
８８
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.337,p.198,

13
Jum

ādā
II1119/

11
Septem

ber
1707.

（
８９
）
例
え
ば
、
製
パ
ン
業
組
合
長
の
任
命
例SM

K
N
o.3447,C

ase
N
o.126,p.80,13

Jum
ādā

I1134/29
February

1722

、
両
替
業

の
組
合
長
任
命
例SM

K
N
o.3450,

C
ase

N
o.433,

p.253,
6
Sha‘-

bān
1119/2

N
ovem

ber
1707

を
参
照
。
他
方
、
大
法
廷
に
お
い

・

て
奴
隷
商
人
（dallālal-raqı̄q

al-abyad
w
al-asw

ad

）
の
職
が
安

堵
さ
れ
た
例
も
あ
る
。SM

K
N
o.3443,C

ase
N
o.367,p.330,1

Jum
ādā

II1098/14
A
pril1687

を
参
照
。

（
９０
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.202,

p181,
11

R
abı̄‘

I1098/25
Janurary

1687.

（
９１
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.372,p.333,

1
Jum

ādā
II1098/

14
A
pril1687.

・

・

（
９２
）
県
総
督
に
つ
い
て
は
、‘A

bd
al-Rahı̄m

‘A
bd

al-Rahm
ān

‘A
bd

・

・

al-R
ah

ı̄m
,
al-R

ı̄f
al-M

isrı̄
fil-qarn

al-thām
in

‘ashar,
C
airo

,
1986,pp.33

�36

を
参
照
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
は
、

十
八
世
紀
に
ベ
イ
が
県
総
督
を
務
め
る
五
つ
の
主
要
な
県
の
一
つ
で

あ
り
、
そ
れ
以
外
は
、
シ
ャ
ル
キ
ー
ヤ
、
ミ
ヌ
ー
フ
ィ
ー
ヤ
、
ブ
ハ

イ
ラ
、
ギ
ル
ガ
ー
の
各
県
で
あ
っ
た
。

（
９３
）
当
該
時
期
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ィ
パ
ー
ヒ
ー
（
騎
兵
）
三
軍
に
関
す

る
研
究
は
殆
ど
手
付
か
ず
だ
が
、
一
六
世
紀
と
一
七
世
紀
初
頭
に
つ

い
て
はW

inter,M
.,“O

ttom
an

E
gypt,1525

�1609”,in
M
.W

.
D
aly

（ed.

）,T
he

C
am

bridge
H
istory

of
E
gypt,

vol.2
:M

odern
E
gypt

from
1517

to
the

E
nd

of
the

T
w
entieth

C
entury,

pp.9

�

10,17

�20

を
参
照
。

（
９４
）
例
え
ば
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法
廷
に
お
け
る
物
価
公
定

に
関
す
る
記
事
（SM

K
N
o.3447,C

ase
N
o.94,p.62,13

Ju-
m
ādā

I1134/29
February

1722

）
に
お
い
て
も
、
参
加
メ
ン
バ

ー
の
筆
頭
に
県
総
督
が
示
さ
れ
、
続
い
て
三
名
の
県
総
督
補
佐
、
そ

し
て
、
ジ
ュ
ー
ル
バ
ジ
ー
た
ち
、
シ
ャ
リ
ー
フ
、
ウ
ラ
マ
ー
の
順
に

列
挙
さ
れ
て
い
る
。

（
９５
）

SM
K

N
o.3447,

C
ase

N
o.94,

p.62,
13

Jum
ādā

I1134/1
M
arch

1722.
（
９６
）
例
え
ば
、
三
人
の
妻
と
そ
の
子
供
た
ち
に
計
一
万
二
二
〇
〇
ニ

・

ス
フ
の
財
産
を
遺
し
て
死
去
し
た
香
料
薬
種
商
シ
ー
ラ
ー
キ
ーH

ājj
Ibrāh

ı̄m
al-Sh

ı̄rāqı̄

も
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
の
一
員
で
あ
っ
た
。

SM
K

N
o.3445,

C
ase

N
o.166,

pp.104

�105,
21

R
ajab

1120/7

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

三
二
（
二
六
〇
）



O
ctober

1708

を
参
照
。
カ
イ
ロ
に
つ
い
て
は
、R

aym
ond,A

rti-
sans

et
com

m
erçants,

pp.659

�726

を
参
照
。

（
９７
）

SM
K

N
o.3448,C

ase
N
o.225,p.154,29

R
abı̄‘II1134/16

February
1722.

（
９８
）

SM
K

N
o.3448,C

ase
N
o.202,

1
Jum

ādā
I1136/27

Janu-
ary

1724.

（
９９
）
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
と
そ
の
三
つ
の
宗
教
施
設
の
ワ
ク
フ
に
関
し

て
は
現
在
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
拙
稿
「
マ
ハ
ッ

ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
蜂
起
の
諸
相
」
一
七
三
―
一
七
四
頁
を
参
照
さ
れ
た

い
。
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
以
外
で
は
、
サ
ー
ム
ー
リ
ー
家
に
関
す
る
関

連
記
録
が
特
に
多
い
。SM

K
N
o.3450,C

ase
N
o.215,pp.128

�

129,5
R
abı̄‘II1119/6

July
1707

は
同
家
の
シ
ャ
イ
フ
・
マ
フ
フ

・

・

ー
ズShaykh

Zayn
al-D

ı̄n
M
ahfūz

b.‘A
bd

al-Q
ādir

al-Sām
ūlı̄

の
遺
産
記
録
で
あ
り
、
そ
の
遺
産
総
額
は
一
一
万
二
〇
〇
ニ
ス
フ
に

達
し
て
い
る
。
カ
ー
ビ
ス
ィ
ー
家
に
つ
い
て
は
、SM

K
N
o.3450,

C
ase

N
o
.527,

p
.300,

16
D
hū

al-Q
a‘da

1119
/
8

February

・

1708
;SM

K
N
o.3447,

C
ase

N
o
.271,

p
.186,

25
M
uharram

1133/27
N
ovem

ber
1720

を
参
照
。

（
１００
）
個
人
の
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
に
焦
点
を
当
て
た
先
駆
的
研
究
に

H
anna,N

.,M
aking

B
ig

M
oney

in
1600

:T
he

Life
and

T
im

es
of

Ism
a
‘il

A
bu

T
aqiyya

,
E
gyptian

M
erchant,

N
ew

Y
ork

&
C
airo,1998

が
あ
る
。

（
１０１
）
同
家
に
関
し
て
は
、SM

K
N
o.3443,C

ase
N
o.137,p.135,

・

26
D
hū

al-H
ijja

1097/
13

N
ovem

ber
1686

;N
o
.3447,

C
ase

・

N
o.368,pp.255

�256,3
Safar

1150/2
June

1737

な
ど
多
く
の

記
録
が
あ
る
。
イ
ブ
ン
・
サ
ダ
カ
商
館
に
つ
い
て
は
、SM

K
N
o.3446,

C
ase

N
o.253,

pp.188

�189,
6
Jum

ādā
II1145/24

Septem
ber

1732

な
ど
多
数
の
関
連
記
録
が
あ
る
。
同
家
の
別
の
商
館
で
あ
る

W
ikālat

D
arw

ı̄sh
al-K

hūlānı̄

に
つ
い
て
は
、SM

K
N
o
.3448,

C
ase

N
o.1,2

R
abı̄‘I1136/30

N
ovem

ber
1723

を
参
照
。

（
１０２
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.366,

pp.328

�329,
29

Jum
ādā

I
1098/13

A
pril1687.

（
１０３
）

SM
K

N
o.3443,

C
ase

N
o.109,

p.114,
25

D
hū

al-Q
a‘da

1097/13
O
ctober

1686
;N

o.3447,C
ase

N
o.36,

p.27,
15

D
hū

・

al-H
ijja

1133/7
O
ctober

1721.

ま
た
、
同
家
の
一
員
が
製
パ
ン
組

合
の
組
合
長
を
務
め
た
事
例
に
つ
い
て
は
、SM

K
N
o.3447,C

ase

・

N
o.272,p.186,20

M
uharram

1133/21
Septem

ber
1720

を
参

照
。

（
１０４
）

SM
K

N
o
.3443,

C
ase

N
o
.418,

pp
.364

�365,
18

R
ajab

1098/30
M
ay

1687
;N

o.3450,
C
ase

N
o
.22,

p
.14,

no
date

・

（D
hū

al-H
ijja

1150/M
arch-A

pril1738?

）
な
ど
。
同
家
の
ア
ブ

・

ド
・
ア
ッ
�
ラ
フ
マ
ー
ンK

haw
ājā

‘A
bd

al-R
ahm

ān
b.K

haw
ājā

Shihāb
al-D

ı̄n

は
一
七
三
八
年
マ
ン
ザ
ラ
に
住
む
妻
カ
マ
ル

Q
am

ar

を
離
縁
し
て
い
る
（SM

K
N
o.3447,C

ase
N
o.501,p.334,

22
R
ajab

1151/5
N
ovem

ber
1738

）。
彼
ら
の
活
動
は
、
カ
イ
ロ

の
カ
ー
ヒ
ラ
地
区
中
心
部
の
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
・
ナ
ジ
ュ
ミ
ー
ヤ
法
廷

台
帳
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
、
追
究
が
必
要
で
あ
る
。

（
１０５
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.204,

p.122,
1
Sha‘bān

1119/28
O
ctober

1707.

ア
フ
マ
ド
と
そ
の
弟
は
小
麦
取
引
に
も
携
わ
っ
て

お
り（SM

K
N
o.3450,

C
ase

N
o.410,

p.241,
20

R
abı̄‘II1119/

21
July

1707

）、
ア
フ
マ
ド
の
息
子
ム
ハ
ン
マ
ドK

hāw
āja

Sı̄dı̄

・

・

・

M
uham

m
ad

b.A
hm

ad
b.M

uham
m
ad

al-Shām
ı̄

は
カ
イ
サ
ー

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社
会

三
三
（
二
六
一
）



リ
ー
ヤ
・
ア
ル
�
バ
ッ
ズ
の
有
力
商
人
で
あ
っ
た
。SM

K
N
o.3443,

C
ase

N
o.224,

pp.209

�210,
17

R
abı̄‘I1098/31

January
1687

を
参
照
。

史

学

第
七
八
巻

第
三
号

三
四
（
二
六
二
）


